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末
日
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の
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識
と
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想

「
東
方
策
士
」
稲
垣
満
次
郎
の
対
外
論
形
成
と
地
域
社
会
へ
の
展
開

中
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一九世紀末日本の世界認識と地域構想（中摺）

門
要
約
】
　
一
八
八
○
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
の
日
本
社
会
で
は
、
交
通
・
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
伴
い
、
日
本
列
島
全
体
を
包
み
込
み
さ
ら
に
は
世

界
交
通
網
と
接
続
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
回
路
が
成
立
し
た
。
世
界
市
場
と
B
本
そ
し
て
地
域
社
会
の
連
関
を
鋭
敏
に
察
知
し
、
国
民
形
成
と
富
国

達
成
の
方
策
を
説
い
た
人
物
が
、
「
東
方
策
士
扁
稲
垣
満
次
郎
で
あ
る
。
本
文
で
は
、
経
済
力
を
基
礎
と
す
る
国
民
統
一
と
い
う
稲
垣
の
思
想
課
題
を
析

出
し
、
そ
の
展
開
と
変
容
の
過
程
と
し
て
彼
の
思
想
を
統
一
的
に
捉
え
直
す
。
そ
こ
で
は
特
に
、
地
域
へ
の
思
想
伝
播
が
稲
垣
の
思
想
変
化
の
契
機
と
し

て
注
目
さ
れ
る
。
日
本
を
世
界
交
通
網
の
焦
点
と
位
置
づ
け
商
工
貿
易
黒
雨
を
団
指
し
た
稲
垣
構
想
は
、
宮
津
を
は
じ
め
と
す
る
臼
本
海
沿
岸
各
地
域
に

お
い
て
紺
ロ
シ
ア
沿
海
州
貿
易
に
よ
る
地
域
振
興
構
想
の
発
条
と
な
り
、
さ
ら
に
は
地
域
レ
ベ
ル
で
の
主
体
的
な
対
外
意
識
を
育
成
す
る
契
…
機
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
同
時
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
め
ぐ
る
地
域
間
競
争
が
惹
起
さ
れ
る
こ
と
で
、
稲
垣
の
国
民
統
一
構
想
は
破
綻
を
来
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
七
巻
二
号
　
二
〇
一
四
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
外
交
官
と
し
て
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
と
の
国
交
回
復
交
渉
に
取
り
組
み
、
駐
中
華
民
国
大
使
を
最
後
に
引
退
し
た
芳
沢
謙
吉
は
、
ア
ジ
ア
・

太
平
嚢
子
後
の
死
五
八
年
に
自
ら
の
外
交
官
生
活
を
振
り
返
る
に
あ
た
喰
次
の
よ
う
な
文
募
ら
そ
の
導
者
を
は
じ
め
て
い
る
。
　
圃

　
　
日
本
は
人
口
多
く
し
て
国
土
狭
き
が
故
、
海
外
発
展
よ
り
致
し
方
な
き
宿
命
に
あ
る
も
の
と
、
私
は
予
て
か
ら
痛
感
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
意
味
　
　
6
9



　
か
ら
第
二
高
等
中
学
校
予
科
在
学
中
、
「
東
部
シ
ベ
リ
ア
地
誌
」
を
書
き
、
こ
れ
を
当
時
稲
垣
満
次
郎
氏
の
主
宰
せ
る
東
邦
協
会
の
雑
誌
に
寄
稿
し
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
が
あ
る
。
私
の
十
九
歳
の
時
で
あ
る
〔
中
略
〕
後
に
私
が
外
交
官
を
志
す
に
至
っ
た
の
も
こ
こ
に
萌
芽
し
て
い
る
。

　
芳
沢
が
仙
台
の
第
二
高
等
中
学
校
予
科
補
充
科
に
入
学
し
た
の
は
一
八
八
九
年
、
『
東
邦
協
会
報
告
隔
へ
の
寄
稿
は
予
科
在
学
申
の
九
二
年

で
あ
る
。
右
の
一
節
か
ら
は
、
稲
垣
満
次
郎
（
一
八
⊥
登
～
一
九
〇
入
）
の
名
が
ロ
シ
ア
へ
の
関
心
と
結
び
つ
き
、
当
時
一
九
歳
の
芳
沢
青
年
に

強
く
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
稲
垣
の
著
作
は
、
芳
沢
を
は
じ
め
と
す
る
書
生
の
必
携
書
で
あ
っ
た
と
い
う
評
価
ま
で
存

　
　
　
②

在
す
る
が
、
そ
れ
で
は
、
稲
垣
な
る
人
物
の
「
新
し
さ
」
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
つ
と
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
八
八
○
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
の
日
本
社
会
で
は
、
人
や
物
そ
し
て
情
報
の
流
通
を
支
え
る
鉄
道
や
船

舶
、
道
路
、
郵
便
、
電
信
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進
む
こ
と
で
、
列
島
全
体
を
包
み
込
み
世
界
交
通
網
と
接
続
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
市
場
が
成
立
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
現
出
が
政
治
経
済
に
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
を
敏
感
に
察
知
し
た
の
は
、
例
え
ば
徳
富
蘇
峰
で

あ
っ
た
。
徳
富
が
産
業
型
社
会
（
「
生
産
主
義
」
）
を
構
想
す
る
に
際
し
て
、
「
蒸
気
船
」
「
鉄
道
」
「
電
信
機
」
「
郵
便
法
」
「
新
聞
紙
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

「
分
配
通
信
の
機
関
」
に
よ
り
連
絡
さ
れ
た
「
経
済
世
界
の
交
際
」
の
活
性
化
を
前
提
と
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
徳
富
は
、
世
界

大
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
圓
路
の
成
立
と
い
う
世
界
認
識
を
背
景
に
、
「
将
来
の
日
本
」
が
と
る
べ
き
進
路
を
、
「
太
平
洋
中
の
一
大
埠
頭
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

「
万
国
商
業
の
問
屋
」
と
提
示
し
た
が
、
帰
国
罠
之
友
』
の
発
行
部
数
の
約
八
割
が
東
京
以
外
の
地
域
で
捌
か
れ
た
よ
う
に
、
右
の
ビ
ジ
ョ
ン

は
豪
農
・
豪
商
層
を
母
体
と
す
る
地
方
青
年
に
絶
大
な
支
持
を
得
た
。
そ
の
理
由
の
～
つ
と
し
て
は
、
世
界
交
通
網
の
発
達
と
日
本
の
産
業
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

を
結
び
つ
け
る
発
想
が
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
と
期
待
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
徳
富
の
場
合
、
産
業
型
社
会
へ
の
進
化
と
い
う
世
界
史
的
趨
勢
と
日
本
社
会
の
関
係
を
明
快
に
説
い
た
も
の
の
、
実
際
そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
し
て
達
成
す
る
の
か
と
い
う
次
な
る
問
題
に
対
し
て
は
、
自
由
貿
易
以
外
の
方
策
を
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
耀
わ
れ
る
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
、
世
界
市
場
の
成
立
と
日
本
そ
し
て
地
域
の
連
関
を
知
覚
し
、
旦
ハ
体
的
な
か
た
ち
で
国
民
形
成
と
富
国
達
成
の
方
策
を
語
り
広
め

た
人
物
と
し
て
、
徳
富
が
仮
想
敵
と
み
な
し
た
国
粋
主
義
の
人
脈
に
連
な
る
、
稲
垣
満
次
郎
を
取
り
あ
げ
て
み
た
い
。
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一一辮｢紀末日本の世界認識と地域構想（中川）

　　　　　　　　　　　　　　　　　表！　稲垣満次郎の主要著作

No、 タイトル 版元または掲載紙誌 刊行年月

1 （単著）朧，綴畠。paciEc　and　t熱e」apanese　View　of　the London：T，　Fisher　Unwin 1890

2 東欧の形勢 国家学会雑誌4－51～5－56 1891．5～10

3 （単著）貴族論 稲垣満次郎 1891．6

4 万国公法上の日本国 国袖無友125 1891．7

5 （単著〉東方策 活世界社 1891．6

6 『東方策』著述の事歴 出版月評40 189L8
7 東西貴族ノ比較及ヒ其教育論 華族同二会報告24～27 1891，8～11

8 露国版図拡延地理的一班 東京地学協会報告4～5 ｝891、8

9 （棚晒）西比利亜鉄道論 哲学帯院 三89三，8

10 （単著）対外策 博文堂 1891．10

11 巨文島の占領に対し日本は公法上之に故障することを得る
笏ﾛや

東邦協会報告6 1891．11

12 （単著）來方策第二編 哲学繕・院 1891．12

13 地理学上樗太千島の東洋に関する利害 來邦協会報告9 1892．1

14 漢環領事館の閉廃を論ず 国民之友145 1892．2

更5 （単著〉商工業対外策 図書繊版株式会社 1892．2

圭6 東洋の大勢上大島と台湾と執れか優れる 東邦協会報告11 1892．4

17 （単著〉対外策之駆動 飾紐啓太郎 1892．6

18 人為の飢餓 国民之友163 1892．8

19 （単著）東方策結論草案上 薔学謬院 1892．8

20 稲垣満次郎君演説筆記 国家経済会報告20 1892．11

21 （単著）教育之大本 哲学書院 圭892．互2

22 南洋通商上ノ地理 東京地学協会報叡2 1893．4

23 濠洲聯邦之起源歴史及将来 国家学会雑誌6－74～78 1893．4～8

24 日濠航逓策 時事問題名士演説集4 1893．4

25 南洋ノ実勢 東邦協会報告24 1893．5

26 （単著）爾洋長征談 安井秀真 1893．5

27 南洋の大勢を探して東洋の希望を述ふ 日本速記雑誌7 1893．9

28 南洋長征談稲垣万次郎演説 学習院輔仁会雑誌25 1893．10

29 万国公法上二於ケル干島密漁問題 国家学会雑誌6－8圭 1893．11

30 貴族ト道徳トノ関係 躬行会雑誌1 1894．1

31 躬行会規則改正要旨二付テノ私見 躬行会雑誌2 1894．2

32 対外策確立の時期 天則7－3 1894．3

33 朝鮮と列国の関係を還して我國対外策の気勢に及ふ 東邦協会報轡34 ユ893．3

34 貴族の国家問題に対する位概 天華l17－5 1894．5

35 教育の話 日本弘道会叢記39～34 1894．9～95．2

36 教育談 少年園12－143～王52 1894．10～95，2

37 一大外交 太賜1－8 1895．8

38 欧洲近蒔の外交新三国同盟の由来 国民之友275～284 1895，12～96．2

39 外征進化の大勢及其応用 束邦協会会報算 王895．12

40 日本大使館ヲ清国北京二設立スベキノ議 東邦協会会報18 1896．王

41 （単著）外交と外征 民芸社 圭896．4

42 対外策より観察したる我実業界 太陽2－11 1896．5

43 我邦の商工業対外策の御話 龍門雑誌98～99 1896，7～8

44 東洋商権の二二を論じて課税権問題に及ぶ 太陽2－25 正896．12

45 日愚条約の精神及条款 東邦協会会報50 1898．9

46 対外思想ノ必要 全国実業大会報告6 1899

47 日本逞羅間に於ける商業上及び経済上の関係 三ξこ3隻講…～斉奪住髭憲48－1192～1194 1903，7～8

48 退四国の現状 東邦協会会報132 1906．2

49 遇羅経済談 銀行逓二二4ユ 1906．3

50 逞羅における宗教及教育を論じて亦国民の覚悟に及ぶ 太陽12一喋 19G6．3

51 逞羅の灘水事業 農事雑報99 19G6．7
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稲
垣
は
、
宮
東
方
策
撫
（
一
八
九
一
）
を
は
じ
め
と
す
る
著
作
に
お
い
て
、
太
平
洋
を
英
法
対
立
を
軸
と
す
る
国
際
政
治
の
焦
点
と
捉
え
、
そ

の
よ
う
な
認
識
を
国
際
運
河
や
大
陸
横
断
鉄
道
に
よ
る
世
界
大
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
市
場
の
成
立
と
い
う
観
点
と
組
み
合
わ
せ
B
本
を
世

界
の
政
治
経
済
の
中
心
に
位
置
づ
け
た
議
論
（
以
下
「
東
方
論
」
と
表
記
す
る
）
を
展
開
し
、
『
富
強
策
』
（
一
八
九
一
）
や
『
日
本
之
二
大
政
策
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

（一

ｪ
九
二
）
を
著
し
た
大
石
正
巳
と
と
も
に
、
「
東
方
問
題
」
の
主
唱
者
、
「
東
方
策
士
」
と
し
て
知
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
稲
垣
の
思
想
は
、
大
き
く
次
の
二
点
に
お
い
て
評
価
さ
れ
て
き
た
。
ま
ず
、
①
一
九
世
紀
末
の
世
界
認
識
に
与
え
た
影
響
で
あ
る
。

稲
垣
の
「
東
方
論
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
シ
ア
が
東
ア
ジ
ア
の
国
際
情
勢
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
そ
の
焦
点
こ
そ
が
「
東
洋
の
バ
ル

カ
ン
半
島
」
朝
鮮
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
広
く
認
知
さ
せ
、
政
教
社
の
雑
誌
『
日
本
人
撫
や
陸
濁
南
の
新
聞
『
日
本
』
を
核
に
結
集
し
た
言
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

人
た
ち
　
　
こ
こ
で
は
国
粋
主
義
グ
ル
ー
プ
と
呼
称
す
る
一
の
視
線
を
ア
ジ
ア
へ
向
け
た
契
機
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
②
稲
垣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
思
想
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
、
稲
垣
を
「
海
の
思
想
家
偏
と
し
て
評
価
し
つ
つ
、
な
か
で
も
そ
の
「
南
進
論
」
的
要
素
に
着
目
す
る
見
解
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ま
た
対
ア
メ
リ
カ
関
係
を
重
視
し
た
「
環
太
平
洋
構
想
」
の
先
駆
者
と
み
る
見
解
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
①
②
は
、
い
ず
れ
も
稲
垣
の
対

外
論
と
そ
の
機
能
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
る
。
稲
垣
の
言
論
活
動
が
対
外
論
の
み
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
着
眼
点
も
妥

当
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
稲
垣
の
著
作
群
を
一
覧
す
る
と
（
表
－
参
照
）
、
彼
の
発
言
は
お
お
む
ね
対
外
論
・
華
族
論
・
教
育
論
の
三
分
野
を
主
題
と
し
て
い
た

こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
無
論
そ
れ
ぞ
れ
が
無
関
係
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
統
一
的
な
構
想
の
も
と
で
関
連
し
て
い

た
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
稲
垣
の
対
外
論
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
基
底
的
な
思
想
構
造
と
思
想
課
題
の
解
明
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ

は
ま
た
、
稲
垣
と
国
粋
主
義
グ
ル
ー
プ
の
思
想
内
在
的
な
関
係
の
解
明
に
も
繋
が
る
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
思
想
構
造
を
問
題
と
す
る
際
に
は
、
思
想
発
信
の
方
法
と
そ
の
効
果
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
冒
頭
で
触
れ
た
芳
沢
謙
吉
が
「
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

方
論
」
に
接
し
た
の
は
、
九
二
年
夏
に
仙
台
で
開
催
さ
れ
た
稲
垣
の
講
演
会
で
あ
っ
た
。
稲
垣
が
幹
事
長
を
つ
と
め
た
東
邦
協
会
で
と
も
に
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

呈
し
た
肝
付
兼
行
が
「
方
々
に
演
説
さ
れ
る
こ
と
が
盛
で
あ
り
ま
し
た
」
と
回
想
す
る
よ
う
に
、
稲
垣
は
全
国
に
広
く
足
跡
を
残
し
た
旺
盛
な
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講
演
活
動
で
同
時
代
人
に
記
憶
さ
れ
て
い
た
。
稲
垣
は
活
動
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
方
針
を
「
東
方
論
」
の
周
知
期
・
確
立
期
・
実
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

期
に
分
け
て
計
画
し
て
い
た
。
講
演
は
こ
の
う
ち
周
知
期
に
入
る
活
動
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
稲
垣
が
自
ら
の
構
想
は
受
け
手
の
反
応
を
み

な
が
ら
段
階
的
に
確
立
さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
再
び
表
1
著
作
一
覧
を
検
討
す
る
と
、
稲
垣
が
旦
黒
体
的
に
取
り

上
げ
る
地
域
が
、
ロ
シ
ア
か
ら
南
洋
へ
と
移
行
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
稲
垣
の
思
想
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、

時
期
に
よ
る
変
化
と
そ
の
理
由
に
注
目
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
な
ら
ば
、
「
環
太
平
洋
構
想
」
や
「
南
進
論
」
と

い
っ
た
視
角
の
み
か
ら
稲
垣
を
規
定
す
る
の
は
、
一
面
的
な
理
解
に
陥
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
で
き
よ
う
。
そ
れ
で
は
、
稲
垣
の
思
想
が
何

を
契
機
に
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
。
こ
こ
で
は
、
著
作
や
講
演
を
通
じ
て
稲
垣
の
言
論
が
地
域
社
会
－
特
に
日
本
海
沿
岸
地
域
1
に

伝
播
さ
れ
る
過
程
と
、
地
域
の
側
の
受
け
止
め
方
、
そ
し
て
そ
の
結
果
生
じ
る
「
東
方
論
」
の
変
容
に
特
に
注
意
を
払
い
た
い
。

　
本
文
で
は
、
稲
垣
の
履
歴
を
確
認
し
た
う
え
で
（
一
章
）
、
彼
の
思
想
構
造
と
中
心
的
な
課
題
を
析
出
し
（
二
章
）
、
そ
れ
が
「
東
方
論
」
と

い
か
に
関
わ
り
（
三
章
）
、
さ
ら
に
は
地
域
へ
の
「
東
方
論
」
伝
播
と
受
容
の
結
果
、
稲
垣
の
思
想
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
（
四
・
五
章
）

を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
手
順
を
踏
む
こ
と
で
、
一
九
世
紀
末
日
本
の
世
界
認
識
と
地
域
構
想
の
関
係
を
描
き
だ
し
た
い
。

　
な
お
引
用
史
料
は
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、
片
仮
名
を
平
仮
名
に
直
し
適
宜
句
読
点
を
付
す
な
ど
、
原
文
の
意
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
改
変

を
加
え
て
い
る
。
ま
た
煩
雑
を
避
け
る
べ
く
、
以
下
の
著
作
を
出
典
と
す
る
場
合
は
、
『
東
方
策
第
一
編
』
↓
東
方
策
一
、
『
西
比
利
亜
鉄
道

論
』
↓
西
比
利
亜
、
『
対
外
策
』
↓
対
外
、
『
東
方
策
第
二
編
』
↓
東
方
策
二
、
『
対
外
重
池
岡
山
隔
↓
岡
山
、
『
東
方
策
結
論
草
案
上
』
↓
結
論

草
案
、
『
教
育
之
大
本
』
↓
教
育
、
『
南
洋
長
征
談
臨
↓
南
洋
、
と
略
し
頁
数
と
と
も
に
記
載
し
た
。
［
例
］
『
東
方
策
士
一
編
』
、
一
五
頁
↓

（
東
方
策
～
、
一
五
）
。

①
芳
沢
謙
吉
魍
外
交
六
十
年
輪
（
自
由
ア
ジ
ア
社
、
一
九
五
八
年
）
。
参
照
は
中
公

文
庫
版
（
一
九
九
〇
年
）
、
一
一
頁
。
芳
沢
は
、
一
八
九
二
年
に
東
邦
協
会
が
募

　
集
し
た
「
東
部
西
比
利
亜
地
誌
」
懸
賞
論
文
に
応
募
し
た
が
、
内
容
不
適
格
と
し

　
て
掲
載
は
見
送
ら
れ
た
（
「
会
報
」
『
東
邦
協
会
報
告
舳
　
一
八
、
｝
八
九
古
年
）
。

②
児
玉
花
外
「
稲
垣
と
山
座
」
（
躍
負
方
時
論
臨
二
－
一
〇
、
一
九
一
七
年
）
。

③
加
藤
秀
俊
「
明
治
二
〇
年
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
扁
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（
坂
田
吉
雄
明
明
治
前
半
期
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
徳
未
来
社
、
一
九
五
八
年
）
。

④
徳
窟
蘇
峰
『
将
来
之
日
本
』
（
経
済
雑
誌
社
、
一
八
八
六
年
）
。
参
照
は
開
明
治

　
文
学
全
集
3
4
徳
富
蘇
峰
集
㎞
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
匹
年
）
、
六
七
～
七
三
頁
。

⑤
徳
富
蘇
蜂
『
自
由
、
道
徳
、
及
儒
敦
主
義
睡
（
私
家
版
、
一
八
八
陰
年
）
。
参
照

　
は
m
同
苗
、
四
六
頁
。

⑥
有
山
輝
雄
「
言
論
の
商
業
化
一
明
治
2
0
年
代
「
国
民
之
友
」
」
（
成
城
大
学

　
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
紀
要
』
四
、
一
九
八
六
年
）
。

⑦
例
え
ば
芳
沢
謙
吉
と
同
じ
く
仙
台
に
あ
っ
て
平
民
主
義
の
強
い
影
響
下
で
『
東

　
北
論
嚇
（
一
八
九
二
年
）
を
著
し
た
長
田
権
治
郎
は
、
情
報
通
信
網
の
整
備
に
よ

　
り
「
東
北
の
浜
扁
と
「
西
欧
の
消
息
」
が
連
結
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
「
東
北
の
前
途

　
多
幸
」
を
見
出
し
た
。
し
か
し
長
田
の
構
想
が
現
実
的
な
地
域
振
興
へ
結
び
つ
く

　
た
め
に
は
、
本
文
で
述
べ
る
よ
う
に
何
ら
か
の
駆
動
因
が
介
在
す
る
必
要
が
あ
っ

　
た
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
駆
動
因
の
一
つ
が
、
例
え
ば
稲
垣
の
「
東
方
論
」
で

　
あ
っ
た
。
長
田
の
東
北
論
に
つ
い
て
は
、
河
西
英
通
『
東
北
t
つ
く
ら
れ
た
異

　
境
川
（
申
公
新
書
、
二
〇
〇
～
年
）
、
一
〇
三
～
一
〇
七
頁
、
参
照
。

⑧
鳥
谷
部
春
汀
「
大
石
正
巳
扁
（
『
太
陽
謡
＝
丁
二
五
、
【
八
九
七
年
）
。

⑨
中
野
目
徹
噸
政
教
社
の
研
究
癩
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
三
年
）
、
二
〇
八
頁
。

　
朴
羊
儒
隅
陸
錫
南
駄
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）
、
七
七
頁
。
な
お
山
室
信
　
は
、

　
海
運
と
陸
運
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
な
か
ん
ず
く
海
陸
の
連
結
力
を
重
視
し
、
太
平

　
洋
に
お
け
る
日
本
の
優
位
を
説
い
た
空
間
知
の
提
供
者
と
し
て
稲
垣
を
描
い
て
い

　
る
（
山
室
糊
日
露
戦
争
の
世
紀
一
連
鎖
視
点
か
ら
見
る
践
本
と
世
界
㎞
岩
波
書

　
唐
、
二
〇
〇
五
年
、
四
三
～
四
五
頁
。
「
国
民
帝
国
・
日
本
の
形
成
と
空
間
知
」

　
糊
岩
波
講
座
「
帝
国
」
日
本
の
学
知
8
空
間
形
成
と
世
界
認
識
幅
岩
波
書
店
、
二

　
〇
〇
六
年
）
。

⑩
吉
川
利
治
「
『
ア
ジ
ア
主
義
者
騙
の
タ
イ
国
進
出
」
（
『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
㎞
一

　
六
1
一
、
一
九
七
八
年
）
、
矢
野
暢
『
日
本
の
南
洋
史
観
㎞
（
中
公
新
書
、
｝
九
七

　
九
年
）
、
嗣
「
近
代
自
由
の
南
方
関
与
」
（
『
東
南
ア
ジ
ア
寺
口
東
南
ア
ジ
ア
と
日

　
本
堂
弘
文
堂
、
一
九
九
一
年
）
。

⑪
頴
原
善
徳
「
稲
垣
満
次
郎
弘
鯉
（
噸
ヒ
ス
ト
リ
ア
㎞
一
六
〇
、
一
九
九
八
年
）
、

　
広
瀬
玲
子
「
日
本
の
自
立
化
構
想
と
植
民
論
の
展
開
」
（
広
瀬
魑
国
粋
主
義
者
の

　
国
際
認
識
と
国
家
構
想
㎞
英
蓉
書
房
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
。

⑫
醜
掲
芳
沢
謙
吉
㎎
外
交
六
十
年
輪
、
二
二
頁
。

⑬
騨
付
兼
行
「
門
追
憶
談
〕
」
（
欄
東
邦
協
会
会
報
瞬
二
二
七
、
一
九
一
四
年
）
。

　
　
　
　
　
マ
マ

⑭
　
　
門
稲
垣
万
次
郎
氏
談
（
二
期
の
対
外
策
）
」
（
『
読
売
新
聞
』
　
一
八
九
三
年
九
月

　
二
七
日
）
。
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【

「
東
方
策
士
」
の
誕
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
は
じ
め
に
、
稲
垣
満
次
郎
が
「
東
方
策
士
」
と
し
て
論
壇
に
登
場
す
る
ま
で
の
足
跡
を
、
必
要
な
限
り
で
た
ど
っ
て
お
き
た
い
。
彼
の
思
想

と
行
動
を
理
解
す
る
端
緒
が
、
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
稲
垣
は
、
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
九
月
二
六
日
、
平
戸
藩
の
勘
定
奉
行
見
習
天
野
勇
衛
の
次
男
と
し
て
、
肥
前
国
松
浦
郡
平
戸
村
清
水
川

（
現
長
崎
県
平
戸
市
）
に
生
ま
れ
た
。
稲
垣
姓
は
維
新
の
後
、
先
祖
の
姓
に
復
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
鹿
流
の
兵
学
者
で
も
あ
っ
た
勇
衛
は
、
山
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②

鹿
流
を
学
ぶ
た
め
平
戸
に
滞
在
し
た
吉
田
松
陰
と
親
し
く
交
流
し
た
こ
と
が
『
西
遊
日
記
』
か
ら
知
ら
れ
る
。
後
年
に
至
る
ま
で
稲
垣
は
、
自

ら
を
山
鹿
素
行
の
門
弟
と
自
任
し
て
お
り
、
「
我
先
師
」
「
我
邦
の
国
体
を
確
定
し
て
経
世
の
学
派
を
興
し
、
我
武
士
道
の
原
理
を
極
め
真
個
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

武
士
の
手
本
を
作
り
出
し
た
る
人
物
」
と
、
素
行
に
対
す
る
敬
慕
の
念
を
失
わ
な
か
っ
た
。
稲
垣
の
教
育
論
は
「
聖
経
賢
伝
」
に
基
づ
く
士
族

教
育
を
モ
デ
ル
と
し
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
こ
の
よ
う
な
家
庭
環
境
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
に
父
を
喪
っ
た
後
、
三
歳
年
長
の
兄
雄
太
郎
と
と
も
に
叔
父
本
澤
五
郎
の
保
護
下
に
入
っ
た
稲
垣
は
、
数
え
七
歳

で
明
治
維
新
を
迎
え
、
藩
校
維
新
館
、
そ
の
廃
止
後
は
佐
賀
の
儒
者
秋
永
桂
蔵
が
平
戸
に
開
い
た
私
塾
時
習
館
、
ま
た
玉
置
譲
斉
の
観
月
堂
に

学
び
、
次
い
で
一
八
七
四
年
掛
開
設
さ
れ
た
平
戸
小
学
校
に
入
学
し
た
。
さ
ら
に
翌
七
五
年
に
は
、
親
類
の
勧
誘
に
よ
り
鹿
児
島
に
遊
学
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

元
藩
校
教
授
平
川
喜
兵
衛
の
塾
に
入
門
し
た
と
い
う
。
平
川
は
松
方
正
義
の
師
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。
鹿
児
島
で
教
育
を
受
け
た
経
験
は
、

後
年
稲
垣
が
松
方
や
樺
山
資
紀
ら
薩
派
有
力
者
と
関
係
を
取
り
結
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
有
力
な
政
治
資
源
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
そ
の
後
、
七
七
年
の
西
南
戦
争
に
伴
い
鹿
児
島
を
引
き
上
げ
た
稲
垣
は
、
同
年
中
に
は
上
京
し
、
中
村
敬
宇
の
同
人
社
を
経
て
東
京
大
学
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

備
門
に
進
ん
だ
。
八
二
年
＝
一
月
現
在
の
大
学
予
備
門
の
在
学
者
名
簿
に
は
、
最
上
級
学
年
に
稲
垣
の
名
が
み
え
る
。
東
京
大
学
文
学
部
第
二

科
（
政
治
学
、
理
財
学
）
へ
の
進
学
は
、
翌
八
三
年
で
あ
る
。
社
会
進
化
論
の
全
盛
期
に
あ
っ
た
当
時
の
東
京
大
学
文
学
部
に
は
、
辰
巳
小
次
郎

（
八
～
黙
認
）
・
三
宅
雪
嶺
（
八
三
年
卒
）
・
杉
江
輔
人
（
八
四
年
卒
）
・
棚
橋
一
郎
（
八
四
年
卒
）
・
井
上
円
了
（
八
五
年
卒
）
ら
後
の
政
教
社
同
人
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

在
籍
し
て
お
り
、
人
脈
形
成
や
進
化
論
受
容
の
点
で
「
政
教
社
の
原
核
の
一
つ
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
史
料
上
の
限
界
か
ら
、
大
学
時
代
の

稲
垣
の
思
想
形
成
過
程
を
跡
づ
け
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
彼
も
ま
た
東
京
大
学
文
学
部
と
い
う
国
粋
主
義
思
想
形
成
の
土
壌
を
共
有
し
て
い
た

こ
と
は
、
後
に
彼
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
心
を
寄
せ
る
環
境
的
要
因
を
推
定
す
る
う
え
で
、
見
逃
す
こ
と
の
出
来
な
い
要

素
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
政
治
学
経
済
学
を
専
修
し
た
政
治
エ
リ
ー
ト
と
し
て
、
卒
業
後
は
任
官
を
志
望
し
て
い
た
稲
垣
だ
が
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
を
転
換
す
る
大
き
な

契
機
と
な
っ
た
の
が
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
へ
の
留
学
で
あ
っ
た
。
稲
垣
は
東
京
大
学
在
学
中
よ
り
旧
平
戸
藩
主
松
浦
詮
の
繭
子
厚
の
家
庭
教
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⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

師
を
勤
め
て
い
た
が
、
卒
業
直
前
の
八
五
年
八
月
、
留
学
援
助
を
条
件
に
厚
の
洋
行
監
督
を
引
き
受
け
た
の
で
あ
る
。
同
年
一
一
月
　
＝
日
に

横
浜
を
解
早
し
た
稲
垣
は
、
八
六
年
～
月
四
日
に
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
、
一
〇
月
に
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
入
学
す
る
。
学
士
号
を
取
得
し

同
大
学
を
卒
業
し
た
の
は
、
八
九
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
時
代
の
稲
垣
に
つ
い
て
、
帰
国
後
の
活
動
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
の
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
ま
ず
一
つ
は
、
『
日
本
と
太
平
洋
、

そ
し
て
東
方
問
題
に
対
す
る
日
本
の
視
点
曝
§
§
§
職
ミ
“
℃
§
ミ
6
§
職
ミ
鴨
ミ
§
鳴
妬
Q
ミ
耐
ミ
ミ
ミ
鳴
肉
蕩
討
ミ
韓
◎
ミ
無
帖
§
（
一
八
九
〇
）

の
公
刊
で
あ
る
。
『
英
国
の
膨
張
輪
↓
§
§
§
鴇
§
駄
尊
N
曳
§
織
（
　
八
八
三
）
の
著
者
シ
ー
リ
ー
智
葭
殉
。
ぴ
①
詳
ω
Φ
①
｝
Φ
《
の
校
閲
を
経
た

岡
書
は
噸
東
方
策
㎏
の
原
著
に
あ
た
る
が
、
稲
垣
の
帰
国
以
前
の
九
〇
年
八
月
、
早
く
も
『
日
本
入
』
誌
上
で
志
賀
重
昂
に
よ
り
書
評
さ
れ
て

　
⑳
い
る
。
志
賀
は
稲
垣
の
議
論
を
、
「
英
国
人
を
し
て
我
が
日
本
の
屹
然
た
る
東
洋
の
一
大
独
立
国
な
る
こ
と
を
認
識
せ
し
め
、
量
れ
と
連
衡
す

る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
到
底
魯
国
を
製
書
し
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
承
了
せ
し
め
」
と
、
当
時
広
く
共
有
さ
れ
た
対
ロ
シ
ア
外
交
政
策
枠
組
で
あ

　
　
　
　
　
⑪

る
日
英
提
携
論
に
沿
う
も
の
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
評
価
の
妥
当
性
も
含
め
志
賀
ら
の
「
東
方
論
」
受
容
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
が
、
こ
こ
で
は
稲
垣
の
議
論
が
す
で
に
国
粋
主
義
グ
ル
ー
プ
に
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
い
ま
一
つ
は
人
脈
形
成
で
あ
る
。
彼
に
留
学
の
機
会
を
与
え
た
松
浦
家
は
、
ま
た
『
日
本
と
太
平
洋
』
の
出
版
資
金
を
援
助
し
、
帰
国
後
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

稲
置
を
「
色
々
貴
顕
の
人
々
及
び
国
家
に
尽
く
し
た
る
人
」
に
紹
介
す
る
な
ど
、
彼
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。
『
東
方
策
』

の
題
字
は
松
浦
詮
に
よ
る
。
稲
垣
の
華
族
論
を
考
察
す
る
際
に
は
、
松
浦
家
と
の
繋
が
り
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
佐
賀
出

身
の
副
島
種
臣
と
の
関
係
も
重
要
で
あ
る
。
す
で
に
子
息
道
正
を
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
送
っ
て
い
た
副
島
は
、
松
浦
厚
の
留
学
に
つ
い
て
松
浦
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

よ
り
相
談
を
受
け
て
い
た
。
道
正
は
、
稲
垣
が
結
成
し
た
「
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
日
本
人
会
」
に
入
会
し
、
稲
垣
と
交
友
を
結
ん
で
い
る
。
こ
の
よ

う
な
関
係
は
、
帰
国
後
の
稲
垣
が
国
粋
主
義
グ
ル
ー
プ
が
主
導
し
た
東
邦
協
会
（
九
一
年
七
月
設
立
、
副
会
長
副
島
種
臣
）
の
幹
事
長
に
抜
擢
さ

れ
る
な
ど
、
副
島
の
庇
護
を
受
け
る
に
至
っ
た
遠
因
と
考
え
ら
れ
る
。
稲
垣
は
ま
た
、
八
七
年
に
は
欧
州
視
察
中
の
谷
干
城
と
も
面
識
を
得
て

い
た
ら
し
鴨
・
谷
は
『
日
盗
の
有
力
な
後
讐
で
あ
る
・
つ
ま
犠
同
じ
く
「
東
方
策
士
」
と
称
さ
れ
た
大
石
正
巳
が
自
輿
権
期
以
来
の
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一九世紀末日本の世界認識と地域構想（rPJ［1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表2　稲垣満次郎の講演活動

年月日 開催地 会合もしくは会場 演題もしくは内容 典　　　拠

1891，4．20 東京 伯爵会（鹿鳴館） 華族 貴族論

1891．4．23 東京 国家学会二会（欝士見軒） 東欧の形勢 国凍学会雑誌4－51

1891．5．2 束京 華族二方会（華族会館） 東嘆貴族ノ比較及ヒ其激論論 華族同製会報告24

189L5．18 東芝 伯爵会（華族会館｝ 貴族論 貴族論

1891．10．王7 東｝i‘ 東邦協会
臣文島の占領に対し日本は公法上に故障することを得る

笏ﾛや
東邦1三会報告6

1891．10．王5 東京 史談会（星ケ丘茶寮） 日本の史はこれより外国に対する史を作るべし 学海田舟10／15

189三，10．10

@　　～11
東京
稲垣軽羅部君外交演説会（川
ｽ餓）

永世対外策トー時ノ外交問題，東方問題ノ起源，東方問
閭m歴史，東方腿題ノ現状、東方問題二対スル日本ノ位
u，東方問題二対スル蚕下ノ策

対外策，東京朝日新聞10／8

1891，王1．14 東京 東邦協会 地理学上業繋千島の東洋に関する利害 東邦協会報告9

1891，王2．12 大阪
稲垣満次郎艦ノ商川上対外策
艶焉i道門門朝日座）

対外画策ト三二貿易，全世界商工業中心点移動ト日本国
圏m貿易全世界貿易二対スル大坂布ノ将来，大阪市ノ隆
ﾞト軍洋二於ケルEI本覇禰ノ消長

大量朝日新聞12／12

1891，12．15 京都
稲垣満次郎霜ノ工黎対外策演
焉i河原町共楽館）

我国固有ノ工繋霧昂が全世界ノ市場二対スル荊途，我箇エ
ﾀ品ノ市場購i拓策、工業国トシテ我図が東洋全世界二舛
Xル将来

大販朝　日　新1葦】12／15，　日　出一一翻

P2／王7

1891」2．17

@　　～18
京都 同志社 全世界に対する日本現在将来の位機，対外策上の日本国 日置噺聞三2／12

三Sgl．12．22 京都 九男｛供楽部（長円ミ勃 宗教に閲する一場の演説 日出新聞12／罰

圭892．2．27 東京 東邦協会 東洋の大勢上大島と台湾と執れか優れる 車邦協会報告10

圭892．3．5 福岡 （不明） 九州策

（不明〉
久留米・長麟・鹿児島・佐賀・中国
l国地方巡園

（不明）
東方策結論草案，日本3／4

（不明〉 広島 （不明） （不明） 対外策之岡山

1892．5．2

@　　～3
岡庸 中座，三…好籔花壇 対外鍛の陶．h 1司上，続売新聞5／4

1892．5．20 京都 κf羅常師範学校 対外策上ノ教育 日出新開5／22

金沢 第四高等中学 対外裁上の教育論

金沢 商法会議所 対外策

富山 中学校，師範学校 東洋の大勢上より徳育策

富山 有志者 対外策

伏木・七羅を巡園 （不明）

新潟　中学校，師範学校 対外策
（不明） 長岡・三条・巻・新発田巡回 対外策

7／11付松方正義宛周囲
i第日章註⑰参照〉

秋田 自由党、中正党 対外策

秋田 秋田県教育会 徳育策

豊頃・能代・鷹巣・大館・青森・函
ﾙ巡興

対外策

仙台 （不明）
商工業政治の三大策，此対策より鵠出たる国策を全国淺
Vの実際上より演脱

王892．7．24 東京 東邦協会
対外二上に於る細口の国策，藩業的対外策，工業的対外
�C政略的対外策

東邦協会報告王5

1892．8．27 前構 上越鉄道既成同盟会 東方問題に関する演説会 談売新聞8／25

1S92．10．12 馬閲 享保毒 商工業対外策 東京輯日新聞1謄4

1893．3．4 東京 四谷通俗講談会 教育の話 日本弘道会叢記29

1δ93．3．18 東京 荒家学会傍会 濠洲連邦之起源国史押歯身き 国家学会雑誌6－74

1893．3．26 鱒i（ 東邦協会
十六世紀以来欧洲舟飾が南洋に璃民の始末，南洋の通簡
ﾞ選の現勢，濠洲の将来，東方策上に於ける濠洲

読売新聞3／28

1893．3．28 菊1ξ 地学協会倒会 南洋通信料の地理に関する演説 円売新聞3／25

1893．4．1 東京 藻族会館 東方策に関する談諸 闇闇新1茸｝3／27

1893．4．5 東京 躬行会 貴族ト道徳トノ関係 躬行会雑誌1

1893．4．15 束京 東京専門学校 （不明〉 読売新聞窪／王3

1893．9．13 東京 躬行会 躬行会規劉改正要旨二付テノ半醒 躬行会雑誌2

1893，圭0、14 東京 国家学会鯛会 万響公法上に於ける千島宿漁船 匡嫁学会雑誌6－81

1893，王2．24 粟京 軍邦二会 朝鮮と列照との関係を険して我国対外策の気勢に及ふ 東邦協会報告34

1894，3，烹3 腸関 商業会譲所 商工芸家に関する演饒 東京朝日新聞3／15

1894．7．3 東京 中央罫描 朝鮮談 東京朝日新聞7／4

1894，10．31 京都 同志社女学校 （不明） 同志祉女学校期報3

1895．1L30 東京 東邦協会 外征進化の大勢及其応用 東邦協会会報17

1896．12．12 東京 東京専門学校 （不明） 東京朝日新聞12／11

1898、7．31 東京 東印度鴇会 日空条約の屈益 読売新聞8／2

1898．9．11 東家 東邦協会 皇霊条約の灘益精神及条款 東邦協会会報50

1903．7．3 東京 高千穂小学校 教育に関する演説 東京朝日新聞7／5

1906．L怨 東束 回附協会 退口国の現状 東邦誘会会報132

1906．2．10 東3iて 東京青年会土曜講演 退羅事情 競売新聞2／1G
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政
治
的
蓄
積
を
有
し
た
の
に
対
し
、
稲
垣
は
国
粋
主
義
を
め
ぐ
る
人
脈
を
基
盤
と
し
て
活
動
を
開
始
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
さ
て
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
を
卒
業
し
た
稲
垣
は
、
「
小
国
の
大
国
の
間
に
介
ま
り
て
如
何
な
る
有
様
を
以
て
其
国
権
を
保
全
し
居
る
か
」
を
知

る
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
、
と
り
わ
け
東
欧
諸
国
を
中
心
に
歴
訪
し
、
九
　
年
二
月
に
ア
メ
リ
カ
経
由
で
帰
国
し
た
。
帰
国
後
の
稲
垣
の
活

動
は
、
九
一
年
四
月
二
〇
日
、
松
浦
詮
が
幹
事
を
務
め
る
伯
爵
会
（
伯
爵
間
の
研
究
交
流
団
体
、
一
八
八
九
創
立
）
で
の
講
演
か
ら
開
始
さ
れ
る
。

表
2
は
、
稲
垣
の
主
な
講
演
一
覧
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
解
る
よ
う
に
、
九
一
年
上
半
期
の
稲
垣
は
、
ま
ず
華
族
や
学
術
団
体
を
対
象
に
発
信
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
「
拙
者
が
日
本
人
民
に
面
出
し
始
め
」
と
の
意
気
込
み
を
こ
め
て
『
東
方
策
瞬
を
刊
行
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
場
で
「
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

族
｝
統
及
学
仲
間
」
の
反
応
を
確
認
し
た
後
の
、
九
一
年
六
月
二
二
日
で
あ
る
。

①
　
稲
垣
の
履
歴
は
、
特
に
註
記
し
な
い
場
合
、
璃
三
蔵
門
稲
垣
満
次
郎
審
謬
録
」

　
禽
平
戸
之
光
蜘
臨
時
増
刊
、
一
九
三
七
年
）
に
拠
る
。
『
平
戸
之
光
睡
は
一
九
三

　
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
塙
薫
蔵
が
主
宰
し
た
郷
土
雑
誌
で
あ
り
、
稲
垣

　
の
三
〇
回
忌
を
機
に
編
纂
さ
れ
た
同
日
に
は
、
稲
垣
の
叔
父
本
澤
五
郎
宛
の
稲
垣

　
書
簡
が
一
七
点
収
録
さ
れ
て
い
る
。
以
下
本
革
宛
稲
垣
書
簡
の
出
典
は
、
全
て
同

　
書
に
拠
る
。

②
吉
田
松
陰
門
西
遊
目
記
㎞
蕩
揺
三
年
九
月
｝
八
日
条
～
＝
月
五
B
条
（
『
日

　
本
思
想
大
系
五
四
　
吉
田
松
陰
㎞
岩
波
書
店
、
～
九
七
入
年
、
四
〇
四
～
四
三
三

　
頁
）
。

③
一
九
〇
七
年
コ
月
二
六
日
付
本
澤
五
郎
宛
稲
垣
書
簡
。

④
欄
侯
爵
松
方
正
義
卿
実
記
』
（
『
松
方
正
義
関
係
文
書
㎞
一
、
大
東
文
化
大
学
東

　
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
七
九
年
）
、
七
四
頁
。

⑤
『
東
京
大
学
予
備
門
藁
盈
（
丸
屋
善
七
、
一
八
入
二
年
）
、
四
七
頁
。

⑥
前
掲
中
野
目
徹
噸
政
教
社
の
研
究
㎞
、
四
二
頁
。

⑦
～
八
入
五
年
九
月
一
四
日
付
本
澤
五
郎
宛
稲
垣
書
簡
。

⑧
一
八
八
四
年
五
月
二
〇
日
付
本
澤
五
郎
宛
稲
垣
書
簡
。

⑨
～
八
八
五
年
＝
月
二
〇
日
付
本
三
五
郎
宛
稲
垣
書
簡
。

⑩
志
賀
重
昂
「
H
呂
碧
き
恥
窪
Φ
窟
。
茜
ρ
磐
島
〉
一
食
。
℃
磐
窃
Φ
≦
①
乏
鼠
匪
①

　
導
弓
霧
3
彗
の
仁
Φ
。
。
け
ご
口
を
評
す
」
（
『
日
本
人
廟
五
工
、
一
八
九
〇
薙
）
。

⑪
　
大
澤
博
明
［
日
清
天
津
条
約
（
一
八
八
五
年
）
の
研
究
」
（
罷
…
本
法
学
㎞
一
〇

　
山
ハ
、
二
〇
〇
四
年
）
、
参
昭
岬
。

⑫
一
八
九
〇
年
三
月
三
日
、
九
～
年
四
月
；
百
田
本
澤
五
郎
宛
稲
垣
書
簡
。

⑬
松
浦
厚
「
〔
回
想
〕
」
（
魍
東
邦
協
会
会
報
隔
ニ
ニ
七
、
一
九
一
四
年
）
。

⑭
小
山
騰
『
破
天
荒
〈
明
治
留
学
生
〉
列
伝
輪
（
講
談
社
、
一
九
九
九
年
）
、
一
七

　
～
～
～
七
四
頁
。

⑮
一
八
八
七
年
五
月
二
日
付
本
生
五
郎
宛
稲
垣
書
簡
。

⑯
稲
垣
満
次
郎
「
㎎
東
方
策
㎞
著
述
の
事
歴
駄
（
『
出
版
月
評
幅
四
〇
、
一
入
九
一

　
年
）
。

⑰
一
八
九
一
年
六
月
八
日
付
本
田
五
郎
宛
稲
垣
書
簡
。
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二
　
　
「
東
方
策
士
」
の
思
想
課
題
　
　
経
済
活
動
に
よ
る
国
民
の
統
一

一九世紀末日本の世界認識と地域構想（中川）

（…

j
　
「
経
済
的
の
和
合
一
致
」

　
本
章
で
は
、
稲
垣
の
基
底
的
な
思
想
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
「
東
方
論
」
の
背
景
に
存
在
す
る
稲
垣
の
思
想
課
題
を
確
認
し
た
い
。

主
な
検
討
対
象
は
、
『
東
方
策
』
発
刊
に
先
立
つ
一
八
九
一
年
五
月
二
日
、
華
族
同
方
会
で
お
こ
わ
れ
た
講
演
「
東
西
貴
族
の
比
較
及
ひ
其
教

　
　
　
　
　
①

育
論
」
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
活
動
開
始
の
時
点
に
お
け
る
稲
垣
の
問
題
関
心
が
、
最
も
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
講
演
の
主
題
は
、
演
題
に
掲
げ
ら
れ
た
貴
族
論
や
教
育
論
で
は
な
く
、
「
国
民
統
一
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
稲
垣
は
、
ま
ず
「
日
本
の
富

を
計
り
、
日
本
の
強
を
図
る
」
た
め
に
は
何
が
必
要
か
と
問
い
を
立
て
、
そ
の
答
え
と
し
て
「
一
国
の
一
致
協
合
」
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

　
今
や
列
国
競
争
の
間
に
進
ん
で
。
世
界
の
一
国
と
為
り
た
る
以
上
は
。
天
地
自
ら
昔
日
に
異
り
。
必
ず
や
日
本
国
民
各
自
我
こ
そ
日
本
人
な
れ
と
云
ふ
の
観

　
念
精
神
を
以
て
。
日
本
国
全
体
一
致
の
主
義
を
執
り
。
一
定
の
方
響
を
取
り
。
四
千
万
兄
弟
が
外
国
に
対
す
る
日
本
帝
国
の
運
命
を
以
て
任
せ
さ
る
可
か
ら

　
さ
る
也
（
東
方
策
二
、
一
八
九
）
。

　
と
さ
れ
た
よ
う
に
、
国
際
間
に
お
い
て
富
国
を
実
現
を
す
る
た
め
に
は
、
「
日
本
人
」
と
い
う
「
観
念
精
神
」
に
基
づ
く
「
日
本
国
全
体
一

致
の
主
義
」
の
必
要
性
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
コ
国
の
一
致
協
合
」
は
い
か
に
し
て
可
能
と
な
る
の
か
。
彼

は
そ
の
方
法
を
、
①
コ
国
の
経
済
上
に
於
け
る
統
一
」
、
②
「
政
治
上
国
民
の
統
一
」
、
③
「
学
理
的
」
統
一
の
三
側
面
か
ら
考
察
す
る
。
な

か
で
も
①
は
、
「
国
家
を
成
立
す
る
に
は
経
済
的
の
和
合
一
致
な
る
者
よ
り
必
要
な
る
者
は
な
し
」
と
さ
れ
、
最
も
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。

　
①
の
＝
国
の
経
済
上
に
於
け
る
統
一
」
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
実
現
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
稲
垣
は
こ
れ
に
つ
い
て
、

「
内
国
に
於
け
る
工
事
商
業
運
搬
等
愈
々
盛
ん
な
る
に
随
て
、
全
国
民
の
感
情
漸
く
一
致
紫
合
に
傾
斜
し
来
る
な
り
」
と
説
明
す
る
。
つ
ま
り
、

一
国
の
領
域
内
に
お
け
る
経
済
活
動
が
活
性
化
す
る
に
伴
い
、
人
々
の
「
感
情
」
が
徐
々
に
「
国
民
」
へ
と
コ
六
欲
合
」
し
て
い
く
と
い
う
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の
で
あ
る
。
彼
は
経
済
活
動
の
内
容
を
、
「
交
通
運
搬
」
「
商
売
」
「
製
造
及
ひ
工
業
」
の
三
つ
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て

人
々
の
「
感
情
」
を
ま
と
め
て
ゆ
く
の
か
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
。
ま
ず
基
礎
的
な
要
素
と
み
な
さ
れ
る
の
は
、
「
鉄
道
郵
便
電
信
等
凡
そ

海
陸
の
運
搬
術
」
、
す
な
わ
ち
一
国
の
領
域
内
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
整
備
発
達
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
恰
も
日
本
国
の
面
積
縮
小
せ
る
と
…
般
の
有
様
」
が
実
現
さ
れ
、
「
奥
州
人
」
や
「
鹿
児
島
人
」
と
い
っ
た
遠
隔
地

域
に
住
む
人
々
で
あ
っ
て
も
、
相
手
の
「
利
害
得
失
」
を
自
ら
の
「
利
害
得
失
」
の
念
と
し
て
感
触
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
人
び
と
の

問
に
は
「
相
互
に
愛
し
相
互
に
助
く
る
念
慮
」
が
自
然
に
生
み
出
さ
れ
、
「
一
致
協
合
の
念
漸
く
密
に
趣
く
」
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
発
達
は
、
さ
ら
に
領
域
内
各
地
の
「
商
業
家
」
間
に
も
国
民
意
識
を
醸
成
す
る
。
通
信
手
段
を
介
す
る
こ
と

で
、
彼
ら
は
他
地
域
の
同
業
者
と
「
互
に
利
害
得
失
を
感
ず
る
境
遇
偏
に
至
る
。
さ
ら
に
進
む
な
ら
ば
、
「
各
自
の
一
画
部
の
み
夕
蝉
盛
ん
な

る
も
、
全
国
に
し
て
盛
な
ら
ざ
れ
ば
好
利
潤
を
得
る
能
は
ず
」
と
、
国
内
市
場
全
体
の
経
済
力
が
各
地
域
の
商
業
の
盛
衰
と
深
く
関
わ
る
こ
と

が
各
地
の
商
業
者
の
内
部
で
自
覚
さ
れ
、
不
知
不
覚
の
う
ち
に
「
　
国
の
共
合
力
」
が
形
成
さ
れ
て
い
く
、
と
稲
垣
は
説
く
β
事
態
は
商
業
従

事
者
の
み
な
ら
ず
、
製
造
業
や
工
業
従
事
者
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
上
州
の
養
蚕
や
山
城
の
製
茶
、
中
国
の
塩
、
九
州
の
石
炭
・
米
、
北

海
道
の
海
産
物
と
い
っ
た
特
産
物
が
領
域
内
を
流
通
し
、
各
地
域
が
「
有
無
相
通
し
長
短
相
補
」
う
方
途
が
開
け
る
こ
と
で
、
「
各
地
互
に
其

利
害
得
失
を
共
に
し
其
感
触
を
同
ふ
せ
さ
る
を
得
さ
る
境
界
に
逢
着
す
る
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
稲
垣
に
よ
る
以
上
の
説
明
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
の
発
想
の
根
底
に
あ
っ
た
の
は
、
国
民
統
｝
の
基
礎
は
経
済
力
で
あ
り
、
そ
こ
で
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
果
た
す
役
割
が
大
き
い
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
情
報
や
物
資
の
流
通
に
着
目
す
る
稲
垣
の
視

線
の
背
後
に
は
、
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
全
国
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
市
場
の
成
立
が
存
在
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
と
同
時
に
、
稲
垣
が
闘
日
本
と
太
平
洋
憶
の
執
筆
に
あ
た
り
参
照
し
た
、
シ
ー
り
一
『
英
国
の
膨
張
』
の
影
響
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
シ
ー
リ
ー
は
、
＝
社
会
を
…
体
と
し
、
こ
れ
を
一
国
家
組
織
の
基
礎
と
す
る
主
な
力
」
と
し
て
「
共
通
の
国
民
性
、
共
通
の
宗
教
、

共
通
の
利
害
」
を
挙
げ
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
植
民
地
支
配
を
成
功
に
導
い
た
要
因
と
し
て
、
本
国
と
植
民
地
間
の
政
治
的
経
済
的
結
合
を
可
能
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一九世紀末日本の世界認識と地域構想（pPJII）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
し
た
「
蒸
汽
な
る
新
し
い
血
液
循
環
と
電
気
な
る
新
し
い
神
経
系
統
」
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
た
。
稲
垣
の
国
際
政
治
観
に
シ
ー
リ
ー
が
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ぼ
し
た
影
響
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
指
摘
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
国
民
統
一
に
つ
い
て
稲
垣
の
考
察
を
促
す
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
「
一
国
の
一
致
協
A
£
に
お
い
て
第
一
に
国
民
の
経
済
力
を
重
視
し
た
稲
垣
は
、
そ
れ
ゆ
え
②
の
「
政
治
上
国
民
の
統
一
」

実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
政
府
に
よ
る
「
民
人
」
各
個
の
「
幸
福
」
の
保
障
を
求
め
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
個
々
人
が
互
い
に
団
結
し
て
国
家
を
形

成
す
る
そ
の
究
極
的
な
目
的
は
、
「
民
人
細
思
堵
に
安
ん
し
て
動
作
し
、
生
活
し
、
而
し
て
自
他
の
幸
福
を
増
進
せ
ん
と
欲
す
る
」
と
こ
ろ
に

存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
筆
画
人
の
経
済
活
動
は
、
そ
の
よ
う
な
「
幸
福
」
追
求
へ
の
意
欲
を
基
礎
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
の
は
、
政
治
や
外
交
は
「
国
民
の
意
思
を
指
針
と
し
、
国
民
の
幸
福
を
目
的
」
と
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

（　

c）

@
学
術
団
体
と
華
族
の
役
割

　
そ
の
た
め
稲
垣
は
、
政
府
・
罠
雷
雨
の
対
立
や
地
域
に
お
け
る
利
害
対
立
に
対
し
て
強
い
不
信
感
を
表
明
す
る
。
そ
れ
ら
は
「
経
済
的
の
和

合
一
致
」
を
妨
げ
る
と
み
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
華
族
同
方
会
講
演
と
前
後
し
て
彼
が
叔
父
本
澤
五
郎
に
宛
て
た
書
簡
で
は
、
「
自
由
、
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

進
二
党
の
自
利
者
」
は
「
国
家
の
害
物
」
と
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。
民
力
休
養
を
め
ぐ
る
初
期
議
会
の
動
向
は
、
稲
垣
の
目
に
は
、
鉄
道

や
港
湾
整
備
、
沿
岸
航
路
保
護
と
い
っ
た
、
物
流
を
促
進
し
全
国
の
経
済
活
動
を
結
び
つ
け
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
構
築
を
妨
げ

る
「
私
党
の
搏
曝
」
と
映
る
の
で
あ
る
（
西
比
利
亜
、
二
～
六
）
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
国
家
領
域
の
内
部
に
お
け
る
利
害
対
立
は
、
私
的
な
経
済
活
動
の
活
性
化
を
国
民
統
一
の
前
提
と
す
る
限
り
免
れ
得
な
い

だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
稲
垣
自
身
、
「
経
済
的
の
和
合
一
致
」
は
一
面
で
は
「
単
に
損
失
利
得
の
算
数
上
よ
り
の
み
来
れ
る
協
合
」
に

過
ぎ
な
い
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
よ
り
高
い
次
元
で
国
民
の
統
一
を
保
証
す
る
装
置
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
掲
げ
ら
れ

た
の
が
、
③
の
「
学
理
的
に
於
け
る
一
致
協
合
」
で
あ
る
。
稲
垣
は
そ
の
担
い
手
と
し
て
、
「
教
育
を
受
け
た
る
上
流
人
士
」
を
想
定
す
る
。
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そ
し
て
彼
ら
「
海
外
各
国
の
歴
史
を
読
み
国
家
の
隆
替
を
察
し
、
政
治
学
等
を
研
究
し
来
る
学
者
の
協
合
」
に
は
、
コ
国
を
為
す
所
以
の
原

理
」
の
追
求
を
通
じ
て
「
一
国
か
独
立
し
た
る
以
上
は
国
民
の
一
致
協
合
せ
さ
る
べ
か
ら
さ
る
の
必
要
」
を
人
々
に
認
識
さ
せ
る
役
割
が
求
め

ら
れ
た
。
「
学
者
の
雲
合
」
が
具
体
的
に
指
す
と
こ
ろ
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
帰
国
直
後
の
稲
垣
が
講
演
を
お
こ
な
っ
た

「
学
風
問
」
、
つ
ま
り
国
家
学
会
な
ど
の
学
術
団
体
を
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
「
泰
西
諸
国
と
均
衡
を
東
洋
に
保
つ
の
計
」
を
講
究
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

「
東
洋
人
種
の
将
来
に
向
て
木
鐸
た
る
の
端
を
拓
く
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
東
邦
協
会
に
お
い
て
稲
垣
は
、
評
議
員
（
一
八
九
～
選
出
）
、
幹
事

長
（
一
八
九
六
～
一
九
〇
四
）
と
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
東
邦
協
会
で
の
活
動
は
、
稲
垣
に
と
っ
て
「
学
理
的
に
於
け
る
一
致
二
合
」
の

実
践
で
あ
っ
た
と
み
な
し
う
る
。

　
学
術
団
体
と
と
も
に
利
害
対
立
の
緩
和
装
置
と
し
て
期
待
さ
れ
た
の
は
、
華
族
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
こ
の
講
演
が
議
会
対
策
と

し
て
華
族
の
研
修
を
目
的
と
し
た
華
族
同
方
会
（
一
八
八
八
設
立
）
で
行
わ
れ
た
た
め
ば
か
り
で
は
な
い
。
稲
垣
の
華
族
論
は
、
「
地
方
く
に

別
荘
を
構
へ
」
「
自
己
の
別
荘
を
以
て
、
其
地
方
に
於
け
る
親
愛
心
の
湧
き
出
つ
る
泉
源
と
な
す
」
イ
ギ
リ
ス
貴
族
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。

　
　
　
⑥

他
の
論
説
で
は
、
「
地
方
に
於
け
る
精
神
意
志
」
を
体
現
化
す
る
名
望
家
と
、
そ
の
集
合
意
志
と
し
て
「
国
家
の
精
神
」
を
表
象
す
る
華
族
像

が
描
か
れ
て
お
り
、
稲
垣
は
イ
ギ
リ
ス
貴
族
に
類
す
る
存
在
と
し
て
、
特
に
「
旧
藩
地
に
対
し
て
無
形
の
勢
力
を
有
す
」
る
大
名
華
族
を
想
定

し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
地
域
社
会
に
伝
統
的
基
盤
を
有
す
る
旧
大
名
層
は
、
常
に
選
挙
民
の
意
向
を
気
に
か
け
る
衆
議
院
や
、
「
政
府
に
対

す
る
不
平
党
」
と
「
ひ
た
す
ら
政
府
を
保
護
す
る
所
謂
政
府
党
」
で
構
成
さ
れ
る
貴
族
院
、
ま
た
は
「
利
己
的
に
あ
ら
ざ
れ
ば
政
党
の
機
関
」

で
あ
る
薪
聞
と
は
異
な
り
、
「
利
害
得
失
」
を
超
越
し
た
立
場
で
「
一
国
の
　
致
草
合
」
を
保
障
し
う
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
華
族
に
は
、
標
題
孤
独
者
や
貧
民
の
救
髄
と
い
っ
た
慈
善
活
動
も
期
待
さ
れ
て
い
た
。
経
済
成
長
に
随
伴
す
る
社
会
問
題
の
発
生
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

予
防
し
、
「
一
国
の
一
致
協
合
」
を
保
証
す
る
役
捌
は
、
稲
垣
が
華
族
論
に
「
何
時
で
も
加
へ
て
居
る
～
ヶ
条
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
稲
垣
は
イ

ギ
リ
ス
で
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ィ
リ
ン
グ
」
形
成
に
果
た
す
キ
リ
ス
ト
教
の
役
割
を
重
視
し
た
が
、
そ
の
代
替
物
と
さ
れ
た
の
が
「
徳
育
」
で

あ
る
。
稲
垣
の
教
育
論
は
、
華
族
や
＝
般
人
民
の
享
受
し
得
さ
る
特
別
の
高
等
教
育
」
を
受
容
す
る
「
青
年
書
生
」
を
対
象
と
し
て
い
る
。
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特
に
後
者
青
年
層
は
、
「
地
方
精
神
」
を
体
現
す
る
名
望
家
予
備
層
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
（
教
育
、
一
～
二
）
、
「
聖
賢
の
教
」
、
具
体
的
に
は
山

鹿
素
行
の
思
想
に
基
づ
く
教
育
に
よ
り
、
国
民
統
一
を
下
支
え
す
る
も
の
と
さ
れ
た
（
教
育
、
一
二
一
～
一
二
七
）
。

　
以
上
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
稲
垣
は
そ
の
活
動
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
「
国
民
の
統
一
」
を
自
ら
の
思
想
課
題
と
し
て
意
識
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
は
、
そ
の
後
の
稲
垣
の
雷
論
活
動
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
な
が
ら
展
開
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、

「
東
方
論
」
の
枠
組
み
を
概
観
し
、
経
済
的
対
外
対
蒔
の
前
提
と
な
る
国
際
環
境
に
つ
い
て
の
稲
垣
の
認
識
と
対
応
策
を
確
認
す
る
。

①
稲
垣
満
次
郎
「
東
西
貴
族
の
比
較
及
ひ
其
教
育
論
」
（
『
華
族
同
照
会
報
告
』
二

　
四
、
　
八
九
…
年
）
。
本
章
で
特
に
註
記
し
な
い
場
合
、
そ
の
内
容
は
同
史
料
に

　
拠
る
。

②
｝
。
9
菊
。
げ
Φ
詳
Q
。
①
Φ
専
、
法
事
最
盛
越
㌧
§
駄
寧
軋
§
9
竃
帥
。
ヨ
爵
5
即
O
。
‘

　
一
Q
。
Q
。
ω
．
b
．
窃
ρ
o
。
刈
．
本
稿
は
一
九
一
四
年
版
を
使
用
。
訳
文
は
、
吉
田
保
訳
『
英
国

　
発
展
史
論
㎞
（
第
一
書
房
、
一
九
四
二
年
）
を
参
照
し
た
。
同
上
訳
書
七
三
～
七

　
四
、
一
〇
二
～
一
〇
四
頁
。

三
　
　
「
東
方
論
」
の
構
造
　
　
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
へ
の
注
目

③
前
掲
頴
原
善
徳
「
稲
垣
満
次
郎
論
」
、
参
照
。

④
一
八
九
一
年
六
月
八
日
付
本
辞
五
郎
宛
稲
垣
沓
簡
。

⑤
「
東
邦
協
会
設
置
の
趣
旨
」
（
『
東
邦
協
会
報
告
』
一
、
一
八
九
一
年
）
。

⑥
稲
垣
満
次
郎
「
貴
族
の
国
家
問
題
に
対
す
る
位
遣
偏
（
『
天
則
㎏
七
－
五
、
｝
八

　
九
四
年
）
。

⑦
稲
垣
満
次
郎
門
躬
行
会
規
則
改
正
要
旨
に
付
て
の
私
見
」
（
㎎
躬
行
会
雑
誌
』
二
、

　
～
八
九
四
年
）
。

　
国
民
統
一
を
達
成
す
る
前
提
と
し
て
、
国
民
の
経
済
力
、
そ
し
て
国
家
の
領
域
内
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
重
視
し
た
稲
垣
の

視
点
は
、
対
外
論
に
お
い
て
も
貫
か
れ
て
い
る
。
そ
の
枠
組
み
は
、
次
の
よ
う
な
政
治
・
経
済
的
認
識
を
背
景
と
し
て
い
る
。

　
一
つ
め
は
国
際
政
治
の
中
心
点
が
東
漸
す
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
稲
垣
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
、
特
に
世
界
史
を
動
か
す
原
動
力
と
し
て

の
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
シ
ア
の
対
立
は
、
歴
史
的
に
み
て
そ
の
焦
点
が
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
へ
と
移
動
し
て
き
て
お
り
、
将
来
は
日
本

の
位
置
す
る
太
平
洋
地
域
が
国
際
政
治
の
中
心
点
と
な
る
と
把
握
す
る
。
そ
の
た
め
日
本
は
、
地
政
学
的
に
み
て
「
英
露
二
国
の
死
命
を
制
す

る
の
位
置
に
立
つ
」
（
東
方
策
…
、
一
〇
八
）
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
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図1　臼本と接続する世界交通網

　　　（哲学書院1892年）折込地図，部分。

　
ま
た
経
済
的
に
み
れ
ば
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
・
中

国
・
ロ
シ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
う
「
渾
円
球

上
最
も
現
在
未
来
の
富
強
を
占
領
す
る
各
国
扁
に
囲

続
さ
れ
て
い
る
。
稲
垣
は
、
世
界
経
済
の
中
心
点
は

西
漸
し
、
今
や
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
移
動
し

つ
つ
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
「
世
界

中
最
大
商
業
国
」
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
と
中
国
が
結
ば

れ
る
な
ら
ば
、
「
東
洋
は
万
国
の
一
大
市
場
」
と
な

り
「
商
工
業
の
繁
昌
方
に
予
想
の
外
に
出
る
も
の
あ

ら
ん
偏
と
予
測
さ
れ
る
（
東
方
策
一
、
七
三
）
。
と
り

わ
け
稲
垣
が
注
喫
し
た
の
は
、
中
米
で
計
画
中
の
パ

ナ
マ
運
河
・
ニ
カ
ラ
グ
ア
運
河
や
、
カ
ナ
ダ
大
西
洋

岸
の
ケ
ベ
ッ
ク
と
太
平
洋
岸
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
を
結

ぶ
カ
ナ
ダ
太
平
洋
鉄
道
の
完
成
（
　
八
八
七
）
、
そ
し

て
建
設
が
始
ま
っ
た
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
（
一
八
九
一
）

で
あ
る
。
大
洋
間
の
海
上
交
通
が
陸
上
交
通
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
レ
　
ル
ウ
エ
　
も
オ
　
シ
ア
ニ
ツ
ク
　
　
エ
　
ジ

補
完
さ
れ
る
「
鉄
道
大
洋
提
援
の
時
期
」
（
東
方

策
｝
、
八
○
）
に
お
い
て
、
世
界
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
網
の
交
差
点
で
あ
る
「
太
平
洋
は
将
に
来
世
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紀
（
第
二
十
世
紀
）
に
於
て
全
世
界
の
政
策
及
び
貿
易
の
一
大
活
劇
場
」
（
東
方
策
一
、
三
一
）
に
な
る
と
展
望
さ
れ
る
。
世
界
交
通
網
の
結
節
点

と
し
て
の
日
本
の
位
置
は
、
前
頁
図
1
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
太
平
洋
と
い
う
「
全
世
界
の
中
点
」
に
位
置
す
る
日
本
が

「
東
洋
の
航
海
其
他
諸
般
の
全
権
を
握
る
に
至
る
は
実
に
容
易
」
で
あ
る
と
の
結
論
が
導
か
れ
た
（
東
方
策
一
、
六
　
）
。

　
そ
れ
で
は
、
政
治
的
に
は
国
際
政
治
の
焦
点
に
位
置
し
、
ま
た
経
済
的
に
も
「
加
奈
陀
、
西
比
利
亜
二
鉄
道
の
括
り
目
な
る
の
み
な
ら
ず
ニ

カ
ラ
ガ
、
パ
ナ
マ
、
濠
太
刺
利
亜
、
支
那
、
合
衆
国
等
諸
糸
筋
の
括
り
醤
」
に
あ
る
日
本
は
、
何
を
外
交
政
策
の
基
準
と
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
イ
ン
テ
レ
ス
ト

稲
垣
が
引
き
出
す
の
は
、
外
交
政
策
は
「
国
　
利
　
的
の
交
際
を
隆
盛
」
に
導
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
い
う
結
論
で
あ
る
（
西
比
利
亜
、
二

二
四
～
二
二
五
）
。
つ
ま
り
国
際
関
係
に
お
い
て
も
最
も
重
要
な
要
素
は
経
済
力
と
判
断
さ
れ
、
「
商
工
業
は
目
的
に
し
て
政
治
対
外
策
は
其
方

法
手
段
」
（
結
論
草
案
、
一
〇
）
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
ま
ず
、
日
英
清
岡
盟
論
は
否
定
さ
れ
、
英
露
対
立
の
な
か
で
あ
く

　
　
　
プ
リ
　
ハ
　
ン
ド

ま
で
「
不
羅
自
在
の
位
置
」
を
確
保
す
る
と
い
う
全
方
位
外
交
が
提
言
さ
れ
る
（
結
論
草
案
、
二
一
一
孟
）
。
そ
の
う
え
で
世
界
交
通
の
「
括
り
目
」

と
い
う
位
置
を
生
か
し
た
商
工
貿
易
立
国
が
目
指
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
「
製
造
原
質
物
の
産
出
者
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
四
囲
の
市
場
よ
り
原
料

を
輸
入
し
、
低
廉
な
賃
金
と
九
州
・
北
海
道
の
石
炭
に
よ
り
工
業
生
産
を
活
性
化
し
て
輸
出
す
る
と
い
う
「
製
造
量
扁
「
大
商
国
」
「
大
航
海

国
」
へ
の
道
が
示
さ
れ
る
（
東
方
策
～
、
八
五
～
八
八
）
。
四
方
の
市
場
を
相
手
先
と
す
る
商
工
貿
易
立
国
を
目
指
す
た
め
に
は
、
特
定
の
国
と

の
同
盟
関
係
は
、
必
ず
し
も
望
ま
し
い
選
択
肢
と
は
み
な
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
稲
垣
は
、
輸
出
の
相
手
先
と
し
て
中
国
や
朝
鮮
、
さ
ら
に
シ
ベ
リ
ア
に
着
陽
し
た
が
、
な
か
で
も
最
も
工
業
に
影
響
を
及
ぼ
す
地
域
と
し
て

重
視
さ
れ
た
の
が
シ
ベ
リ
ア
で
あ
っ
た
（
結
論
草
案
、
四
九
～
五
　
）
。
稲
垣
は
、
シ
ベ
リ
ア
開
発
が
進
め
ば
「
我
邦
器
械
的
製
造
物
貨
の
一
大

市
場
」
「
第
二
の
新
米
国
若
し
く
新
濠
州
」
が
誕
生
す
る
と
期
待
を
寄
せ
る
（
結
論
草
案
、
五
六
～
五
九
）
。
そ
の
た
め
彼
は
ロ
シ
ア
と
の
協
調
を

重
視
し
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
多
大
な
関
心
を
示
し
た
。
稲
垣
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
論
で
重
要
な
点
は
、
「
此
鉄
道
に
し
て
敷
設
成
就
せ
ば
。
我
日

本
人
は
徒
に
之
を
恐
る
・
よ
り
寧
ろ
之
を
利
用
す
る
の
勝
れ
る
に
若
く
は
な
し
」
（
東
方
策
一
、
五
八
）
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
を
軍
事
的
脅
威

で
は
な
く
商
機
と
捉
え
、
積
極
的
な
利
用
を
提
唱
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
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シ
ベ
リ
ア
鉄
道
は
そ
の
構
想
段
階
か
ら
人
び
と
の
注
目
を
集
め
て
い
た
が
、
本
格
的
な
議
論
が
始
ま
っ
た
の
は
八
七
年
に
着
工
へ
向
け
て
の

測
量
開
始
が
報
道
さ
れ
て
以
降
で
あ
る
。
ま
ず
注
目
さ
れ
た
の
は
、
軍
事
的
側
面
で
あ
る
。
八
七
年
一
二
月
の
『
朝
野
新
聞
』
は
次
の
よ
う
に

　
　
　
　
①

論
じ
て
い
る
。
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
主
目
的
は
「
用
兵
上
の
便
利
を
開
く
」
点
に
あ
る
。
確
か
に
そ
の
開
通
に
よ
り
シ
ベ
リ
ア
の
富
源
開
発
が
進

む
な
ら
ば
、
「
従
来
貧
衰
の
一
小
港
」
で
あ
っ
た
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
は
「
忽
ち
東
亜
の
一
大
要
港
」
と
な
り
、
日
本
や
朝
鮮
へ
多
大
な
影
響
を

与
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
経
済
的
影
響
は
実
は
「
抑
も
末
」
で
、
あ
く
ま
で
も
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
目
的
は
軍
事
に
あ
り
、
「
其
影
響
の

最
も
深
く
日
清
韓
三
国
に
及
ぶ
べ
き
も
の
も
亦
兵
事
上
の
点
」
に
あ
る
。
同
様
の
観
点
は
、
周
知
の
よ
う
に
山
県
有
朋
「
外
交
政
略
論
」
（
一

八
九
〇
）
に
も
み
ら
れ
る
が
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
－
一
軍
事
的
脅
威
観
が
広
く
～
般
に
普
及
し
た
の
は
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
と
絡
め
て
対
外
危
機
を
喧

伝
し
た
「
危
急
存
亡
伯
」
後
藤
象
二
郎
に
よ
る
大
同
団
結
運
動
の
過
程
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
藤
は
八
八
年
七
～
八
月
の
信
越
東
北
遊
説

に
お
い
て
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
開
通
に
よ
り
欧
州
と
の
距
離
が
短
縮
さ
れ
「
侵
略
主
義
が
追
々
東
漸
」
す
る
傾
向
が
強
ま
り
つ
つ
あ
り
、
ま
さ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

日
本
は
「
危
急
存
亡
の
切
迫
し
た
る
の
時
」
に
あ
る
と
強
調
し
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
稲
垣
は
、
不
必
要
に
ロ
シ
ア
を
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
と
主
張
す
る
。
ロ
シ
ア
の
太
平
洋
政
策
の
主
眼
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
り
、

ま
た
極
東
へ
の
軍
事
力
展
開
は
財
政
上
不
可
能
と
分
析
し
た
か
ら
で
あ
る
（
西
比
利
亜
、
一
八
四
～
一
九
七
）
。
そ
の
た
め
彼
は
、

　
西
比
利
亜
鉄
道
は
未
だ
恐
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
、
宜
し
く
之
を
利
用
し
て
以
て
我
国
益
を
計
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
、
蓋
し
我
国
将
来
の
隆
運
を
来
さ
し
む
る

　
も
の
は
実
に
此
西
比
利
亜
鉄
道
利
用
策
の
如
何
に
あ
る
の
み
（
公
比
利
亜
、
一
八
五
）

　
と
論
断
し
、
海
軍
省
に
よ
る
日
本
海
沿
岸
地
域
の
測
量
調
査
、
逓
信
省
に
よ
る
日
本
海
航
路
の
開
発
、
そ
し
て
内
務
省
に
よ
る
築
港
な
ど
、

貿
易
の
活
性
化
を
支
援
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
（
西
金
利
亜
、
一
δ
一
～
一
＝
四
）
。

　
無
論
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
商
業
利
用
に
着
目
す
る
議
論
は
、
稲
垣
が
初
め
て
唱
え
た
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
新
潟
港
修
築
運
動
の
過
程
で
八

九
年
二
月
二
二
日
に
作
成
さ
れ
た
「
新
潟
港
修
築
の
儀
に
付
建
議
」
に
お
い
て
新
潟
県
会
は
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
が
完
成
す
れ
ば
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
と
新
潟
港
は
一
衣
帯
水
の
距
離
に
あ
る
た
め
、
通
商
貿
易
を
営
む
に
は
新
潟
港
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
の
論
理
を
用
い
て
、
港
湾
修
築
を
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③

求
め
て
い
た
。
新
潟
県
会
が
い
ち
早
く
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
注
目
し
た
背
景
に
は
、
七
九
年
以
来
断
続
的
に
試
み
ら
れ
て
き
た
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

貿
易
の
経
験
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
稲
垣
も
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
事
業
を
営
む
兄
雄
太
郎
の
情
報
提
供
を
受
け
て
い
た
。
九
一
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
視
察
し
た
大
石
正
巳
は
、
問
地
の
日
本
入
人
口
を
六
、
七
〇
〇
人
と
報
告
し
て
い
る
が
、
彼
ら
貿
易
・
実
業
関
係
者
の

意
志
が
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
利
用
論
の
背
景
に
存
在
し
た
こ
と
は
十
分
に
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
時
期
、
輸
出
産
業
も
ロ
シ
ア
市
場
に
注
目
し

て
い
た
。
例
え
ば
製
茶
業
界
の
場
合
、
九
〇
年
三
月
に
京
都
・
静
岡
・
高
知
の
業
者
が
総
代
と
な
り
輸
出
振
興
の
た
め
設
立
し
た
日
本
製
茶
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

社
は
、
紅
茶
と
隈
茶
の
新
販
路
と
し
て
ロ
シ
ア
市
場
の
開
拓
を
目
的
と
し
て
い
た
。
稲
垣
が
こ
の
よ
う
な
動
向
を
踏
ま
え
て
立
論
し
て
い
た
こ

と
は
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
よ
り
販
路
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
物
産
と
し
て
特
に
茶
を
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
（
西
比
利
亜
、

二
一
四
）
。
ロ
シ
ア
と
の
関
係
を
重
視
し
た
稲
垣
の
「
東
方
論
」
は
、
国
内
各
地
域
の
実
業
者
の
要
求
を
汲
み
上
げ
る
こ
と
で
、
国
民
統
一
の

前
提
と
な
る
経
済
力
増
強
を
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

①
　
　
「
西
伯
利
亜
大
鉄
道
と
東
亜
三
国
と
の
関
係
」
（
『
朝
野
虚
聞
』
　
八
八
七
年
一

　
二
月
＝
一
、
＝
二
田
）
。

②
後
藤
象
二
郎
「
東
北
周
遊
の
主
意
及
大
同
団
結
」
（
『
大
同
団
結
名
士
の
演
説
幅

　
大
同
館
、
一
八
八
九
年
）
。

③
『
新
潟
県
史
資
料
編
1
5
近
代
　
三
（
新
潟
県
、
～
九
入
二
年
）
、
四
八
三
～
四

　
八
四
頁
。

④
『
新
潟
市
史
通
史
編
3
近
代
上
告
（
薪
潟
市
、
一
九
九
六
年
）
、
一
六
八
～
～

　
六
九
頁
。

⑤
稲
垣
満
次
郎
「
西
門
利
亜
植
民
論
」
（
㎎
日
本
㎞
一
八
九
二
年
二
月
一
五
日
）
。

　
稲
垣
雄
太
郎
（
　
八
五
九
～
一
九
＝
一
）
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
商
業
や
捕
鯨
に

　
携
わ
り
、
す
で
に
九
一
年
時
点
で
滞
在
一
一
年
に
及
ん
だ
と
い
う
（
東
方
策
一
、

　
四
四
）
。

⑥
大
石
正
巳
『
日
本
之
二
大
政
策
㎞
（
嵩
山
堂
、
一
入
九
二
年
）
、
｝
四
買
。

⑦
一
入
九
〇
年
三
月
工
二
臼
付
門
目
本
製
茶
会
社
御
保
護
之
義
に
付
掴
願
」
（
国

　
立
公
文
書
薫
蒸
噸
公
文
雑
纂
臨
明
治
二
一
年
三
一
ノ
上
）
。
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西
　
　
「
東
方
論
」
の
受
容
と
伝
播
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二
）
　
ジ
ャ
ー
ナ
ワ
ス
ト
の
「
東
方
論
」
受
容
一
陸
錫
南
・
囲
団
卯
吉
の
場
合

　
陸
姑
息
　
　
稲
垣
の
雷
論
活
動
は
、
『
東
方
細
面
を
例
に
と
る
と
、
初
版
刊
行
直
後
に
増
棚
と
な
り
一
万
部
以
上
の
売
れ
行
き
が
見
込
ま
れ

　
　
①

た
な
ど
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
な
か
で
も
陸
錫
南
は
、
主
宰
す
る
書
評
誌
『
出
版
月
評
螂
に
稲
垣
の
談
話
記
事
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

『
日
本
』
社
説
に
お
い
て
～
八
九
一
年
七
月
　
八
日
か
ら
三
回
に
わ
た
る
『
東
方
策
』
書
評
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
こ
で
陸
は
、
「
『
東
方
策
蜘
の

著
者
は
本
と
心
を
国
の
経
済
に
潜
め
た
る
の
人
な
ら
ん
か
」
と
稲
垣
の
関
心
を
的
確
に
把
握
し
、
欧
州
列
強
の
間
で
日
本
が
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
握
る
と
い
う
構
想
、
そ
の
方
策
と
し
て
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
積
極
的
に
商
業
利
用
す
る
と
い
う
主
張
に
特
に
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
稲
垣
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
論
が
、
日
清
戦
争
中
に
示
さ
れ
た
陸
の
対
露
協
調
論
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
が
、
陸
が
稲
垣

の
議
論
を
積
極
的
に
受
容
し
た
背
景
に
は
、
両
者
に
共
通
の
問
題
意
識
も
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
国
民
統
～
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
一
つ

だ
が
、
さ
ら
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
外
交
の
国
民
化
で
あ
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
「
国
民
の
意
思
を
指
針
と
し
、
国
民
の
幸
福
を
目
的
」

と
す
る
政
治
外
交
を
主
張
し
た
稲
垣
は
、
同
時
に
「
日
本
国
民
は
今
日
本
の
外
交
政
略
を
以
て
己
れ
の
専
膚
に
帰
し
て
之
を
自
己
の
掌
中
に
取

ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
（
対
外
、
五
六
）
と
、
外
交
政
策
が
政
治
家
・
外
交
官
の
名
利
欲
充
足
や
政
党
の
党
勢
拡
張
の
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
強
く
非
難
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
国
民
主
義
」
を
掲
げ
る
陸
錫
南
も
、
「
国
民
の
特
立
を
謀
る
に
は
如
何
し
て
可
な
る
や
。
曰
く
、

外
交
政
略
を
国
民
的
た
ら
し
む
る
の
み
」
と
述
べ
、
外
交
の
主
目
的
は
政
治
家
の
「
功
名
を
博
せ
ん
と
の
私
心
」
で
は
な
く
、
「
日
本
国
民
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

利
益
名
誉
」
に
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
「
国
民
」
を
利
益
主
体
と
す
る
外
交
を
主
張
し
た
点
で
も
、
稲
垣
と
陸
の
議
論
は
近
し
い
位
置
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
旦
ハ
体
的
な
外
交
問
題
、
例
え
ば
条
約
改
正
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
両
者
の
主
張
に
力
点
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
経
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ナ
シ
ョ
ナ
ル
ラ
イ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
イ
ン
テ
レ
ス
ト

済
力
を
重
視
し
「
十
九
世
紀
末
な
る
今
日
は
国
権
等
の
論
よ
り
も
寧
ろ
国
利
問
題
が
国
際
の
紛
擾
を
惹
起
す
に
足
り
又
之
を
解
く
に
足

る
」
と
す
る
稲
垣
は
、
「
国
権
云
々
裁
判
権
云
々
」
を
問
題
視
す
る
条
約
改
正
論
に
対
し
て
は
批
判
的
で
あ
り
（
西
二
一
亜
、
一
＝
七
～
　
天
一
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

税
権
回
復
を
優
先
す
る
立
場
で
あ
っ
た
。
「
税
権
か
あ
れ
は
世
界
の
大
勢
に
当
て
商
売
上
の
戦
争
か
出
来
る
」
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
彼
は
、

「
国
利
」
と
と
も
に
「
国
権
」
を
重
視
す
る
陸
錫
南
が
主
導
し
た
九
三
～
四
年
の
現
行
条
約
励
行
運
動
に
対
し
て
は
、
「
条
約
励
行
の
如
き
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

唯
居
留
地
の
一
局
部
、
条
約
面
上
の
一
端
に
関
す
る
問
題
に
過
ぎ
ず
」
と
批
判
的
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
細
部
の
相
違
を
越
え
て
重
要
な
の
は
、
両
者
が
と
も
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
注
目
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
「
抑
々
各
国
民
の
国
民

主
義
な
る
も
の
は
、
深
く
其
根
幕
を
国
民
特
有
の
文
化
に
発
す
る
な
る
が
故
に
、
若
し
此
各
国
罠
を
統
一
若
く
は
合
同
せ
し
め
ん
と
興
せ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

必
ず
文
化
を
統
一
合
同
せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
陸
運
南
の
文
化
概
念
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
稲
垣
も
ま
た
国
民
統
一
に
お
け
る

文
化
の
役
割
を
重
視
し
て
い
た
。
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ィ
リ
ン
グ
」
の
形
成
と
「
国
語
」
＝
国
に
固
有
の
文
学
」
の
関
係
に
注
目
し
た
稲
垣
は
、

そ
れ
ら
に
「
理
論
以
外
に
於
て
、
最
奥
最
妙
な
る
感
情
を
発
揚
」
し
「
国
民
の
心
情
を
造
作
」
す
る
役
割
を
見
出
し
、
＝
国
の
統
一
を
助
成

す
る
一
勢
力
」
と
し
て
の
地
位
を
認
め
て
い
た
。
同
時
に
彼
は
、
「
日
本
固
有
の
風
習
を
何
処
迄
も
保
持
」
し
な
く
て
は
「
優
勝
劣
敗
の
地
球

上
に
立
ち
長
な
へ
に
呼
吸
し
能
は
さ
る
こ
と
を
信
ず
」
と
、
社
会
進
化
論
に
基
づ
き
国
際
競
争
と
「
日
本
の
ユ
ニ
チ
ー
」
保
持
の
関
係
を
指
摘

　
　
　
⑧

し
て
い
る
。
対
外
対
蒔
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
関
係
は
、
彼
が
最
も
意
識
し
た
問
題
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
よ
う
な
関
心
が
最
も
明
確

に
現
れ
た
の
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
西
陣
織
な
ど
輸
出
品
の
文
化
的
固
照
性
に
関
す
る
主
張
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
稲
垣
と
陸
墨
南
ら
国
粋
主
義
グ
ル
ー
プ
は
、
国
民
統
一
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
稲
垣
は
、
国
粋
主
義
グ
ル
ー
プ
、
さ
ら
に
は
青
年
知
識
層
に
ま
で
強
い
影
響
力
を
及
ぼ
し
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
田
口
卯
吉
　
　
九
一
年
七
月
よ
り
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
は
「
兵
事
上
に
於
て
毫
も
危
険
な
く
し
て
、
商
業
上
に
於
て
非
常
の
利
益
あ
り
」
と
主

張
し
て
い
た
田
口
卯
吉
は
、
『
東
方
策
』
が
発
表
さ
れ
る
と
、
「
余
の
此
等
の
問
題
〔
シ
ベ
リ
ア
鉄
遵
〕
に
於
け
る
単
に
曝
し
た
る
に
過
ぎ
ざ
り

き
、
然
る
に
氏
〔
稲
垣
〕
の
此
等
の
問
題
に
於
け
る
、
特
に
其
沿
革
を
調
査
せ
し
の
み
な
ら
ず
、
又
た
将
来
を
も
想
察
せ
し
も
の
あ
り
、
多
識
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、
　
　
　
⑩

見
非
凡
余
等
の
遠
く
及
ぶ
所
に
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
述
べ
、
具
体
性
と
展
望
に
関
し
て
稲
垣
の
論
を
非
常
に
高
く
評
価
し
た
。
次
い
で
田
口
は
、

九
～
年
九
月
一
九
日
発
行
の
『
東
京
経
済
雑
誌
』
誌
上
で
、
稲
垣
の
騨
西
比
利
亜
鉄
道
論
』
に
つ
い
て
「
我
邦
人
を
し
て
十
こ
口
同
鉄
道
の
東

洋
諸
国
に
及
ぼ
す
べ
き
影
響
を
知
得
せ
し
む
る
に
足
る
べ
し
、
着
れ
実
に
方
今
の
要
務
な
り
」
と
論
じ
る
と
と
も
に
、
同
日
一
九
日
開
催
の
東

京
経
済
学
協
会
例
会
で
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
開
通
の
後
に
必
要
と
な
る
港
湾
の
調
査
選
定
に
関
す
る
委
員
会
を
設
置
す
る
と
い
う
動
議
を
提
出
し

⑪た
。
東
京
経
済
学
協
会
は
、
す
で
に
九
一
年
六
月
か
ら
鉄
道
調
査
委
員
会
を
設
け
、
「
殖
産
興
業
、
富
源
の
開
発
を
旨
と
し
て
」
鉄
道
路
線
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

画
の
調
査
を
開
始
し
て
お
り
、
港
湾
調
査
も
そ
の
よ
う
な
経
済
調
査
活
動
の
一
環
で
は
あ
っ
た
が
、
動
議
提
出
の
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
考
え
る
と
、

稲
垣
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
論
が
田
ロ
に
港
湾
調
査
の
実
行
を
強
く
意
識
さ
せ
る
動
機
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
田
口
の
動
議
は
採
択
さ
れ
、
東
京
経
済
学
協
会
は
港
湾
調
査
委
員
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
検
討
に
必
要
な
事
項
は
肝
付
兼
行
に
諮
問
さ
れ

⑬た
。
明
治
二
年
か
ら
開
拓
使
ま
た
海
軍
に
お
い
て
測
量
・
水
路
調
査
に
携
わ
っ
て
き
た
肝
付
は
、
八
八
年
四
月
以
来
海
軍
水
路
部
長
の
職
に
あ

っ
た
。
現
役
の
海
軍
大
佐
肝
付
の
参
加
は
、
同
会
の
港
湾
調
査
に
半
ば
公
的
な
権
威
を
付
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
九
一
年
＝
月
に
提
出
さ
れ
た
肝
付
答
申
は
、
「
陸
岸
の
環
饒
」
「
水
路
及
水
質
」
「
陸
揚
の
便
」
「
内
地
の
運
輸
」
「
設
市
の
余
地
」
「
灯
台
の

有
無
」
、
さ
ら
に
「
暗
礁
及
浅
洲
の
害
」
「
軍
港
及
要
港
の
拘
束
」
の
各
項
目
に
つ
い
て
、
日
本
海
沿
岸
香
港
の
評
価
を
「
学
校
に
於
け
る
試
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

成
績
表
の
如
く
し
点
数
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
翌
九
二
年
三
月
に
は
報
告
書
と
し
て
公
表
さ
れ
た
。
肝
付
答
申
に
よ
る
と
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

に
対
す
る
商
港
と
し
て
最
適
の
港
湾
は
、
上
位
か
ら
敦
賀
・
宮
津
・
舞
鶴
・
瀬
戸
崎
・
七
尾
・
小
浜
・
油
谷
・
船
川
の
順
と
さ
れ
た
が
、
最
終

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

的
に
東
京
経
済
学
協
会
が
ま
と
め
た
提
言
で
は
、
敦
賀
に
加
え
次
点
の
宮
津
の
貿
易
薫
化
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
公
表
さ
れ
た
港
湾
調
査
の
結
果
は
、
肝
付
に
よ
る
権
威
づ
け
や
港
湾
の
優
劣
を
点
数
化
す
る
と
い
う
明
解
な
手
法
も
相
ま
っ
て
、
大
き
な
反

響
を
呼
ん
だ
。
『
東
京
朝
日
新
聞
』
は
こ
れ
を
取
り
上
げ
、
「
西
比
利
亜
鉄
道
に
対
し
て
或
一
派
の
人
士
は
偏
に
其
軍
事
的
に
恐
る
べ
き
を
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

唱
心
し
て
止
ま
ず
と
錐
と
も
吾
人
は
実
に
我
日
本
帝
国
の
為
め
に
天
の
与
ふ
る
賜
な
り
と
想
は
ず
ん
ば
あ
ら
ず
」
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
稲
垣
の
「
東
方
論
」
は
、
港
湾
調
査
委
員
会
の
政
策
提
言
と
し
て
結
実
し
、
さ
ら
に
広
く
認
知
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
肝
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付
答
申
の
内
容
は
、
五
章
で
み
る
日
本
海
沿
岸
地
域
の
地
域
振
興
構
想
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
二
）
　
講
演
活
動
と
＝
国
の
［
致
協
合
」

　
『
東
方
策
』
と
『
西
比
利
亜
鉄
道
論
』
を
公
刊
し
た
稲
垣
は
、
九
一
年
末
か
ら
翌
九
二
年
上
半
期
に
か
け
て
、
東
京
・
大
阪
・
京
都
の
三
大

都
市
を
皮
切
り
に
、
鹿
児
島
か
ら
函
館
に
い
た
る
遊
説
活
動
を
開
始
し
た
（
前
掲
表
2
参
照
）
。
「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
第
二
高
等
中
学
校
予

科
生
芳
沢
謙
吉
は
、
ま
さ
に
九
二
年
七
月
に
稲
垣
が
仙
ム
ロ
で
「
全
国
漫
遊
最
終
の
商
工
業
政
治
の
三
大
策
、
此
対
策
よ
り
割
出
た
る
国
策
を
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

国
漫
遊
の
実
際
上
よ
り
演
説
」
し
た
際
の
、
「
聴
衆
二
千
三
百
人
余
」
の
一
人
目
あ
る
。

　
遊
説
の
目
的
が
第
一
に
「
東
方
論
」
の
普
及
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
表
2
の
講
演
題
目
か
ら
明
ら
か
だ
ろ
う
。
ま
た
稲
垣
は
、
出
発
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

各
地
域
の
「
全
体
を
代
表
す
る
の
人
士
」
と
の
意
見
交
換
を
求
め
て
お
り
、
地
域
視
察
を
通
じ
て
「
我
国
の
為
さ
・
る
可
か
ら
さ
る
実
事
問
題

意
見
」
を
確
認
し
、
「
我
邦
対
外
策
な
る
も
の
を
確
定
」
す
る
と
い
う
目
的
も
意
図
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
（
岡
山
、
一
～
二
）
。

　
さ
ら
に
注
意
し
た
い
の
は
、
遊
説
中
の
稲
垣
が
、
地
域
に
お
け
る
政
治
的
利
害
対
立
の
緩
和
を
常
に
意
識
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

九
二
年
七
月
に
松
方
正
義
と
樺
山
資
紀
へ
提
出
さ
れ
た
報
告
に
は
、
「
対
外
策
の
演
説
を
致
し
政
党
の
彼
是
を
論
せ
ず
七
百
余
名
参
集
〔
中
略
〕

金
沢
の
如
き
政
党
競
争
之
激
し
き
所
に
て
ハ
先
希
な
る
事
」
（
金
沢
）
、
「
聴
衆
ハ
改
進
・
自
由
・
大
同
を
論
せ
ず
七
百
職
名
参
集
、
懇
親
会
の

如
き
も
三
政
党
合
体
〔
中
略
〕
最
も
懇
和
之
情
相
見
」
（
富
山
）
、
「
各
所
之
懇
親
会
に
も
政
党
員
官
吏
の
区
別
更
に
無
位
」
（
新
潟
）
な
ど
の
表

現
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。
同
報
告
で
稲
垣
は
、
各
地
で
の
景
況
を
総
括
し
て
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
此
の
如
く
に
て
、
全
国
人
民
中
政
党
の
彼
是
を
問
は
ず
、
官
民
を
論
せ
ず
、
虚
心
平
気
に
国
家
問
題
と
し
て
対
外
策
の
演
説
を
聞
き
し
一
点
に
至
て
は
、
誠

　
に
国
家
の
頼
め
喜
悦
罷
在
候
、
且
つ
其
数
も
全
国
中
に
て
三
万
八
千
以
上
四
万
之
間
に
有
之
候
は
ば
、
幾
分
か
全
圃
に
対
外
の
思
想
を
起
さ
し
め
、
内
外
の

　
小
事
に
醒
齪
た
る
現
今
の
通
弊
、
幾
分
か
栢
減
し
候
は
ん
か
と
存
罷
在
候

　
稲
垣
は
、
遊
説
を
通
じ
た
「
対
外
の
思
想
」
の
酒
養
に
よ
り
「
政
党
」
間
ま
た
は
「
官
民
」
問
の
対
立
が
緩
和
さ
れ
、
＝
国
の
一
致
附
合
」
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が
促
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
遊
説
は
、
稲
垣
に
と
っ
て
国
民
統
～
の
実
践
活
動
で
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
稲
垣
の
「
東
方
論
」
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
1
シ
ョ
ン
手
段
の
発
達
↓
各
地
の
商
工
業
・
貿
易
振
興
↓
国
士
の
経
済
力
向
上
↓
国
民
統
一

↓
経
済
的
対
外
対
峙
と
い
う
道
筋
を
描
い
て
い
た
た
め
、
経
済
力
向
上
の
前
提
条
件
と
さ
れ
た
「
国
防
な
り
鉄
道
敷
設
な
り
郵
船
保
護
な
り
又

貿
易
奨
励
等
の
問
題
扁
に
関
し
て
は
、
コ
概
に
経
費
を
減
冒
す
る
を
単
一
の
目
的
と
な
さ
ず
詳
男
山
議
真
個
政
治
家
た
る
の
面
琶
を
全
ふ
せ

よ
」
と
、
そ
の
実
現
へ
向
け
て
「
官
民
上
下
相
合
」
し
た
対
応
を
求
め
る
傾
向
が
強
か
っ
た
（
西
重
利
亜
、
二
一
六
）
。
そ
の
た
め
稲
垣
の
言
論

は
、
初
期
議
会
期
の
政
治
状
況
下
に
お
い
て
は
官
民
調
和
を
促
す
も
の
と
し
て
、
以
下
の
ご
と
く
警
戒
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

　
例
え
ば
、
志
賀
重
昂
と
三
宅
雪
嶺
が
関
与
し
た
新
聞
『
国
会
』
は
、
九
一
年
九
月
に
次
の
よ
う
に
「
東
方
論
」
を
批
判
し
て
い
る
。
確
か
に

「
東
方
問
題
」
の
調
査
研
究
そ
れ
自
体
は
「
日
本
国
民
の
最
大
務
」
で
あ
る
。
し
か
し
国
民
の
関
心
が
対
外
問
題
に
集
中
す
る
こ
と
で
「
封
彊

内
な
る
楽
劇
の
政
治
的
軋
蝶
を
停
止
し
、
政
府
に
当
ら
ん
と
す
る
の
念
慮
を
消
耗
せ
し
む
」
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
政
府
党
」
を
利
す
る
の
み

　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
国
会
』
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
積
極
的
な
「
東
方
論
」
は
、
松
方
内
閣
の
公
共
事
業
費
投
資
に
よ

る
民
力
育
成
論
を
補
完
す
る
役
割
を
果
た
す
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る
の
で
あ
る
。

　
同
様
の
批
判
は
、
『
国
民
之
友
』
か
ら
も
提
起
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
同
誌
の
『
東
方
策
㎏
書
評
は
＝
の
懸
賞
文
若
く
は
雑
誌
論
の
類
に
過

ぎ
ず
」
と
冷
淡
で
あ
っ
た
が
、
論
説
「
対
外
政
策
の
方
針
」
で
も
、
「
東
方
論
杯
と
て
、
珍
し
さ
う
に
唱
和
す
る
者
」
は
海
軍
費
の
増
加
を
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

論
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
視
さ
れ
た
。
「
東
方
論
」
は
政
府
の
「
武
略
的
政
策
」
、
つ
ま
り
軍
事
費
増
徴
に
資
す
る
も
の
と
論
難
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
に
は
、
稲
垣
の
政
治
的
位
置
も
関
係
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
稲
垣
は
松
方
正
義
や
樺
山
実
紀
と
い
っ
た
薩
派
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

中
心
人
物
と
近
し
く
、
例
え
ば
稲
垣
が
顧
問
と
な
っ
た
『
二
六
新
報
瞼
が
「
松
方
の
機
関
薪
聞
」
と
評
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
関
係
は
周
知
の

事
実
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
稲
垣
は
政
府
寄
り
の
人
間
と
み
な
さ
れ
、
警
戒
さ
れ
る
場
合
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
一
方
で
興
味
深
い
の
は
、
地
域
か
ら
の
反
応
で
あ
る
。
上
記
『
国
民
之
友
輪
論
説
と
同
じ
九
～
年
八
月
、
京
都
公
民
会
の
機
関
誌
『
京

都
公
民
会
雑
誌
』
は
、
「
東
洋
問
題
」
の
流
行
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
中
央
の
「
識
者
」
間
に
は
、
「
近
時
東
洋
問
題
の
喧
伝
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は
政
府
の
策
に
し
て
、
政
府
は
民
間
政
治
社
会
の
者
を
し
て
目
を
東
洋
問
題
に
注
が
し
め
内
政
に
対
す
る
注
意
を
薄
く
し
、
次
期
国
会
〔
第
二

議
会
〕
に
於
け
る
政
府
攻
撃
の
熱
度
を
低
く
せ
ん
と
す
る
な
り
」
と
の
議
論
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
東
洋
間
題
し
に
対
す
る
「
策
を
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ず
る
は
固
よ
り
必
要
の
事
」
な
の
で
、
そ
の
出
所
は
「
強
て
詮
索
す
る
に
及
ば
」
な
い
。
『
京
都
公
民
会
雑
誌
撫
は
、
実
利
主
義
的
な
立
場
か

ら
京
都
府
下
人
心
の
組
織
化
を
図
り
、
琵
琶
湖
疏
水
計
画
な
ど
府
知
事
北
垣
国
道
の
近
代
化
に
よ
る
京
都
振
興
策
を
後
援
し
た
上
社
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
反
応
は
、
地
域
振
興
を
試
み
る
人
び
と
が
、
政
治
的
対
立
軸
と
結
び
つ
い
た
中
央
論
壇
で
の
評
価
に
関
わ
ら
ず
、
「
東
方
論
偏
を

肯
定
的
に
受
け
止
め
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
次
章
で
は
、
地
域
社
会
が
「
東
方
論
」
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
っ
た
の
か
を
、

京
都
府
（
京
都
市
・
宮
津
町
）
の
事
例
か
ら
検
討
し
た
い
。
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①
一
八
九
一
年
七
月
三
〇
日
付
本
澤
五
郎
宛
稲
垣
書
簡
。

②
講
説
南
「
読
東
方
策
（
三
と
（
『
日
本
臨
一
八
九
一
年
七
昼
＝
田
。
『
陸
錫
南

　
全
集
㎞
三
、
み
す
ず
書
房
、
へ
九
六
九
年
、
一
九
六
～
一
九
七
頁
）
。

③
朴
羊
信
『
陸
離
南
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）
、
七
七
頁
。

④
陸
錫
南
「
国
政
の
要
義
（
二
）
」
（
『
日
本
彌
一
八
八
九
年
一
二
月
一
日
、
前
掲

　
『
陸
錫
爾
…
全
集
』
　
二
、
～
二
二
六
頁
）
。

⑤
「
稲
垣
満
次
郎
翼
の
演
説
筆
記
」
（
欄
國
家
経
済
雑
誌
㎞
二
〇
、
一
八
九
二
年
）
。

⑥
稲
垣
満
次
郎
「
対
外
策
確
立
の
時
期
」
（
『
天
則
㎞
七
去
一
、
一
八
九
四
年
）
。

⑦
陸
錫
南
「
日
本
文
明
進
歩
の
岐
路
（
ε
扁
（
『
東
京
電
報
睡
一
八
八
八
年
六
月

　
＝
二
B
、
前
掲
『
陸
華
南
全
集
臨
　
～
、
三
九
九
頁
）
。

⑧
前
掲
稲
垣
満
次
鄭
門
東
西
貴
族
の
比
較
及
ひ
其
教
育
照
応
。

⑨
閨
口
卯
吉
「
シ
ベ
り
や
鉄
道
開
通
の
結
果
如
侮
日
（
『
東
京
経
済
雑
誌
㎞
五
七
九
、

　
一
八
九
一
年
）
。

⑩
田
口
卯
吉
「
再
ひ
東
方
策
を
評
す
」
（
隅
東
京
経
済
雑
誌
㎞
五
八
三
、
～
八
九
一

　
年
）
。

⑪
「
東
京
経
済
学
協
会
九
月
例
会
」
（
『
東
京
経
済
雑
誌
㎏
五
九
一
、
一
八
九
一

　
年
）
。

⑫
伴
直
之
助
「
経
済
学
協
会
鉄
道
調
査
委
員
会
誌
（
其
一
）
」
（
魍
東
京
経
済
雑
誌
』

　
五
七
七
、
一
八
九
一
年
）
。

⑬
門
東
京
経
済
学
協
会
九
月
例
会
」
（
『
東
京
経
済
雑
誌
隔
五
九
一
、
一
八
九
一

　
年
）
。

⑭
肝
付
兼
行
「
西
比
利
亜
鉄
道
に
対
す
る
B
本
の
開
港
場
を
論
ず
」
（
糊
東
京
経
済

　
雑
誌
』
六
　
三
、
一
八
九
二
年
）
。
肝
付
答
申
は
『
東
邦
協
会
報
管
』
第
＝
二
号

　
（
一
八
九
二
年
）
に
も
転
載
さ
れ
て
い
る
。

⑮
「
港
湾
委
員
会
調
査
報
告
」
（
明
東
京
経
済
雑
誌
㎞
六
＝
、
一
八
九
二
年
）
。

⑯
「
西
比
利
亜
鉄
道
に
対
す
る
衆
議
院
議
員
の
意
見
如
何
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
撫

　
｝
八
九
二
年
四
月
二
〇
日
）
。

⑰
　
八
九
二
年
七
月
＝
日
付
松
方
正
義
宛
稲
垣
書
簡
（
前
掲
『
松
方
正
義
関
係

　
文
書
』
　
山
ハ
、
　
四
〇
二
～
四
〇
四
頁
）
。

⑱
　
　
「
稲
垣
満
次
郎
繧
の
全
国
巡
遊
」
（
『
日
本
』
一
八
九
二
年
三
月
四
日
）
。

⑲
前
掲
九
二
年
七
月
～
　
日
付
松
方
宛
稲
垣
書
簡
、
同
日
付
樺
山
資
紀
宛
稲
垣
書

　
簡
（
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
「
樺
山
品
玉
文
書
」
三
〇
－
～
三
）
。
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＠＠　op

「「

剣
菇
竭
閨
v
と
政
府
党
」
（
『
国
会
』
　
～
八
九
一
年
九
月
一
九
B
）
。

「
東
方
策
」
門
対
外
政
策
の
方
針
」
（
『
国
民
之
書
中
　
一
工
六
、
一
八
九
｝
年
）
。

村
松
梢
風
『
秋
山
定
輔
は
語
る
』
（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
～
九
三
八
年
）
、

　
九
三
頁
。

⑬
　
　
門
東
洋
問
題
」

（『

椏
s
公
民
会
雑
誌
』
三
〇
、
一
八
九
一
年
目
。
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五
　
　
「
東
方
論
」
と
地
域
振
興

（　

j
　
「
各
国
皆
別
に
有
す
る
所
の
特
色
」
を
生
か
し
た
実
業
振
興
－
京
都
市
の
場
合

　
～
八
八
九
年
五
月
の
『
読
売
新
聞
騒
は
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
接
続
す
る
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
注
目
し
、
舞
鶴
こ
そ
が
「
浦
塩
斯
徳
に
対
す
る

　
　
①

貿
易
港
」
と
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
商
業
利
用
を
論
じ
た
初
期
の
事
例
に
属
す
る
が
、
こ
こ
で
「
広
漠
不
毛
の
地
」
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
へ
の
輸
出
品
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
小
麦
粉
と
米
粉
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
読
売
新
聞
』
は
ロ
シ
ア
沿
海
州
へ
の
食
糧
供
給
を
商

機
と
し
て
見
出
し
た
の
で
あ
り
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
介
し
た
地
域
特
産
品
の
輸
出
と
い
う
視
点
は
こ
こ
に
は
存
在
し
て
い
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
く
八
九
年
一
二
月
に
『
京
都
青
年
会
雑
誌
鋤
に
掲
載
さ
れ
た
悪
口
鈎
三
郎
（
京
都
府
出
身
、
帝
大
法
科
学
生
）
の
「
京

　
　
　
　
　
　
②

都
府
青
年
の
責
任
」
は
、
地
域
振
興
の
観
点
か
ら
よ
り
踏
み
込
ん
だ
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
利
用
論
を
展
開
し
て
い
る
。
稲
波
は
、
明
治
維
新
に
よ
り

「
開
化
の
中
心
」
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
京
都
府
の
挽
回
策
と
し
て
、
「
特
有
産
物
」
た
る
「
美
術
品
」
、
具
体
的
に
は
「
西
陣
の
織
物
」
「
陶
器

塗
品
」
「
丹
後
の
縮
緬
」
を
舞
鶴
港
か
ら
欧
州
市
場
へ
輸
出
す
る
た
め
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
活
用
を
・
心
張
す
る
。
稲
波
に
よ
る
と
、
「
美
術
品
」

こ
そ
が
「
京
都
府
の
大
に
発
達
す
へ
き
本
源
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
は
、
疎
水
計
画
な
ど
近
代
化
策
と
と
も
に
「
京
都
殖
産
事

業
の
振
興
を
致
す
　
大
言
読
唱
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
京
都
で
は
、
特
産
晶
の
海
外
輸
出
ル
ー
ト
と
し
て
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
価
値
が
、
す
で

に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
「
繍
刺
物
、
粟
田
及
五
条
清
水
の
陶
磁
器
、
金
銀
銅
器
、
七
宝
、
扇
子
等
は
、
外
国

　
　
　
　
　
　
③

人
の
賞
翫
す
る
所
」
と
い
う
自
己
認
識
を
前
提
と
し
て
い
た
が
、
以
下
に
み
る
稲
垣
の
京
都
振
興
論
は
、
外
国
人
が
京
都
の
「
美
術
品
偏
を
好
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む
そ
の
理
由
に
焦
点
を
あ
て
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
九
　
年
一
二
月
一
五
日
、
京
都
市
河
原
町
共
楽
館
で
開
催
さ
れ
た
稲
垣
の
「
工
業
対
外
策
演
説
」
は
、
府
知
事
北
垣
国
道
ら
高
等
官
を
は
じ

め
、
府
立
学
校
長
や
府
市
会
議
長
、
さ
ら
に
商
業
会
議
所
会
員
ら
「
市
内
主
も
な
る
商
工
業
家
」
を
含
め
「
六
百
余
名
の
聴
衆
」
を
集
め
、
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

元
紙
『
日
出
新
聞
』
が
「
京
都
に
て
は
近
来
稀
れ
な
る
演
説
会
」
と
評
す
る
盛
会
で
あ
っ
た
。
「
我
国
固
有
の
工
業
品
が
全
世
界
の
市
場
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

す
る
前
途
」
「
我
国
工
業
品
の
市
場
開
拓
策
」
「
工
業
国
と
し
て
我
国
が
東
洋
、
全
世
界
に
対
す
る
将
来
」
を
演
題
と
し
た
講
演
の
内
容
を
速
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

か
ら
確
認
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
稲
垣
は
ま
ず
日
本
の
工
業
を
、
「
日
本
固
有
の
工
業
品
」
と
「
紡
績
其
他
製
造
品
」
に
区

分
す
る
。
「
日
本
固
有
の
工
業
品
」
と
は
、
具
体
的
に
は
在
来
産
業
が
生
み
出
す
絹
織
物
な
ど
の
「
美
術
品
」
で
あ
る
。
日
本
の
「
美
術
品
」

は
、
従
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
の
み
な
ら
ず
、
商
業
中
心
の
西
漸
に
伴
い
中
流
階
級
の
成
長
著
し
い
ア
メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
に
ま
で
販
路
が
拡
大

し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め
「
美
術
の
中
心
」
京
都
は
、
計
画
的
な
市
場
調
査
に
基
づ
き
市
場
の
嗜
好
を
把
握
し
た
う
え
で
、
「
美
術
品
」
製
産

に
特
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
稲
垣
は
、
「
器
械
を
使
用
し
て
製
造
」
す
る
「
紡
績
其
他
製
造
晶
」
の
販
路
を
「
幾
億
人
の
人
口
あ
る
支

那
」
や
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
よ
り
発
展
が
見
込
ま
れ
た
ロ
シ
ア
沿
海
州
、
そ
し
て
「
南
洋
」
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
求
め
、
欧
米
市
場
を
対
象
と

す
る
「
日
本
並
々
の
工
業
晶
」
と
は
分
業
体
制
を
築
く
こ
と
が
「
我
国
商
工
業
家
の
骨
髄
」
と
結
論
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
、

「
日
本
の
工
業
品
即
ち
手
の
み
の
製
造
」
と
「
器
械
」
に
よ
る
製
造
品
が
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
て
い
る
点
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

　
以
上
の
主
張
は
、
京
都
側
の
問
題
関
心
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
く
る
の
か
。
府
知
事
北
垣
国
道
の
場
合
か
ら
み
て
み
よ
う
。
九
〇
年
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

点
で
北
垣
は
、
実
業
振
興
策
と
し
て
商
工
業
奨
励
、
実
業
教
育
推
進
、
工
業
と
関
連
し
た
美
術
奨
励
を
挙
げ
て
い
る
。
同
時
に
彼
は
、
欧
州
列

強
の
東
漸
は
明
自
で
あ
り
「
東
洋
に
事
を
図
る
者
は
何
れ
も
我
の
同
意
を
得
さ
れ
は
手
を
出
す
こ
と
を
得
す
、
我
の
協
賛
を
得
さ
れ
は
望
を
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

す
る
こ
と
を
得
さ
る
の
地
位
」
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
国
内
の
一
致
協
力
と
実
力
養
成
が
急
務
と
考
え
て
い
た
。
こ
れ
は
「
東
方
論
」
と
ほ

ぼ
同
一
の
問
題
意
識
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
か
北
垣
は
、
稲
垣
講
演
翌
日
の
九
一
年
＝
一
月
＝
ハ
日
、
朝
尾
春
直
（
市
参
事
会
員
）
と
と
も
に

稲
垣
を
琵
琶
湖
疏
水
に
招
待
し
て
い
る
。
疏
水
を
「
稲
垣
氏
に
示
し
且
つ
舟
中
同
氏
が
工
業
に
関
す
る
意
見
」
を
聴
取
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
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、
　
癒
、

　
　
　
　
稲
垣
に
対
す
る
北
垣
の
強
い
関
心
を
み
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
交
わ
さ
れ
た
会
話
の
内
容
は
不
明
だ
が
、
貿
易
振
興
が
話
題
と

レ
・
つ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

な
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
京
都
舞
鶴
間
鉄
道
の
実
現
に
意
欲
を
示
し
て
い
た
北
垣
は
、
稲
垣
講
演
の
約
三
ヶ
月
後
、
九
二

年
二
月
一
＝
日
執
筆
の
意
見
書
に
お
い
て
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
や
ニ
カ
ラ
グ
ア
運
河
が
完
成
す
れ
ば
「
我
国
商
工
一
一
業
の
大
勢
は
其
面
目
を
一
変

し
西
よ
り
東
よ
り
北
よ
り
南
よ
り
物
貨
輻
較
し
て
世
界
の
　
大
市
場
と
為
る
へ
き
は
敢
て
疑
ふ
へ
き
に
非
さ
る
な
り
、
此
時
に
当
り
我
国
の
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

置
は
即
ち
東
洋
の
英
国
な
り
」
と
述
べ
、
「
他
日
応
機
の
準
備
」
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
稲
垣
の
「
東
方
論
」
は
、
商
工
貿
易
振
興
を
説

く
点
に
お
い
て
、
北
垣
の
京
都
振
興
策
の
妥
当
性
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
次
に
商
工
業
者
の
側
を
み
る
と
、
下
京
区
の
茶
器
商
山
本
清
助
（
の
ち
市
参
事
会
員
）
は
、
稲
垣
講
演
と
同
じ
九
　
年
一
二
月
に
圃
京
都
青
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

会
雑
誌
』
へ
実
業
家
論
を
寄
稿
し
た
。
そ
こ
で
山
本
は
「
我
京
都
沈
静
頽
廃
の
実
業
」
を
振
興
す
る
方
策
に
つ
い
て
、
「
今
や
、
汽
車
の
開
通

頻
繁
に
し
て
、
音
信
迅
速
な
り
」
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
発
達
を
指
摘
し
、
京
都
実
業
家
が
「
時
に
貿
易
輸
出
の
途
を
開
き
、
総
州

に
共
同
協
力
以
て
我
地
方
名
産
の
販
路
を
進
」
め
る
こ
と
で
「
地
方
の
繁
盛
を
得
ん
こ
と
を
望
む
」
と
主
張
し
て
い
る
。
山
本
が
、
輸
出
振
興

に
よ
り
京
都
物
産
の
販
路
拡
大
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
同
じ
く
九
一
年
二
一
月
ご
ろ
か
ら
、
京
都
商
工
会
議
所
で
も
京
都
舞
鶴

間
鉄
道
の
建
設
を
求
め
る
動
き
が
始
ま
っ
て
お
り
、
山
本
は
朝
尾
春
直
や
白
鷺
棟
助
（
宮
津
商
港
・
鉄
道
期
成
同
盟
会
幹
事
）
と
と
も
に
、
九
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

年
＝
月
か
ら
九
三
年
一
月
掛
か
け
て
国
家
経
済
会
に
入
会
し
て
い
る
。
国
家
経
済
会
で
は
、
京
都
六
区
（
丹
後
地
域
）
選
出
の
代
議
士
神
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

知
常
が
中
心
と
な
り
活
動
し
て
い
た
。
神
鞭
は
、
在
来
産
業
育
成
の
観
点
か
ら
京
都
と
日
本
海
を
結
ぶ
鉄
道
敷
設
に
積
極
的
で
あ
り
、
山
本
ら

の
国
家
経
済
会
入
会
も
、
鉄
道
問
題
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
京
都
舞
鶴
間
鉄
道
の
敷
設
運
動
で
は
、
「
外
国
貿
易
上
京
鶴
泊
の
鞍
馬
に
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

益
あ
る
」
理
由
の
～
つ
と
し
て
、
「
美
術
工
芸
品
及
雑
貨
の
生
産
地
且
製
茶
の
本
場
」
京
都
と
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
接
続
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

稲
垣
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
利
用
論
は
、
山
本
ら
「
地
方
名
産
」
の
輸
出
拡
大
を
目
指
す
京
都
の
商
工
業
者
の
要
望
に
応
え
、
そ
れ
を
後
押
し
す
る

役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
稲
垣
の
京
都
振
興
策
の
焦
点
は
、
輸
出
品
と
し
て
推
奨
し
た
「
美
術
品
」
が
、
あ
く
ま
で
「
手
の
み
の
製
造
」
に
限
定
さ
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れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
京
都
側
の
進
め
る
実
業
振
興
策
は
、
周
知
の
よ
う
に
在
来
産
業
の
近
代
化
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

そ
の
た
め
、
講
演
後
に
「
工
場
学
校
等
を
巡
覧
」
し
た
稲
垣
は
、
欧
米
向
け
輸
出
品
と
し
て
期
待
し
た
「
我
国
固
有
の
美
術
品
の
性
質
」
が
、

「
今
や
漸
く
破
滅
せ
ん
と
す
る
の
徴
候
」
を
目
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
結
論
草
案
、
～
七
三
）
。

　
稲
垣
は
、
ま
ず
絹
織
物
の
大
量
生
産
に
よ
る
価
値
低
下
を
指
摘
す
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
京
都
織
物
会
社
を
念
頭
に
お
い
た
発
言
で
あ
る
。

同
社
は
、
「
純
然
た
る
西
式
の
機
械
及
製
法
を
用
ひ
汽
力
と
人
力
と
の
甲
種
に
頼
り
て
純
絹
織
物
及
絹
綿
交
織
物
」
の
大
量
生
産
を
目
的
に
掲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

げ
、
九
〇
年
の
開
業
時
に
は
す
で
に
動
力
織
機
五
五
台
と
手
織
機
八
○
台
を
擁
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
稲
垣
は
、
「
美
術
品
な
る
も
の
は

固
よ
り
重
き
を
器
械
に
置
か
ず
し
て
。
監
督
を
精
密
に
す
る
を
要
す
べ
く
。
百
二
百
の
機
を
備
付
け
て
美
術
品
を
造
ら
ん
と
す
る
が
如
き
は
抑

も
誤
れ
る
考
」
と
、
大
量
生
産
は
「
美
術
品
」
如
上
に
結
び
つ
か
な
い
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
（
結
論
草
案
、
一
七
三
）
。

　
稲
垣
は
何
を
懸
念
し
て
い
た
の
か
。
そ
れ
は
近
代
的
製
法
の
導
入
に
よ
る
固
有
性
の
喪
失
で
あ
る
。
稲
垣
は
、
「
西
洋
の
機
を
用
ゐ
西
洋
の

織
方
、
西
洋
の
仕
上
げ
方
、
西
洋
の
染
方
西
洋
の
染
粉
」
を
用
い
る
な
ら
ば
、
近
代
的
製
法
そ
れ
自
体
は
西
洋
が
勝
っ
て
い
る
に
決
ま
っ
て
お

り
、
「
我
が
固
有
の
製
法
即
ち
特
色
の
芸
術
」
ゆ
え
に
欧
米
で
の
市
場
価
値
を
獲
得
し
て
い
た
絹
織
物
の
競
争
力
が
損
な
わ
れ
る
、
と
論
じ
て

い
る
（
結
論
草
案
、
一
七
三
～
一
七
七
）
。
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
稲
垣
の
発
想
の
根
底
に
は
、
一
国
の
文
化
的
独
自
性
の
保
持
発
揚
と
い
う

考
え
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
金
聾
品
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
関
係
は
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
る
。

　
各
国
皆
別
に
有
す
る
所
の
特
色
あ
り
て
。
此
特
色
を
有
す
れ
ば
こ
そ
他
に
対
し
て
其
独
歩
の
勢
を
逞
ふ
す
る
こ
と
を
得
る
に
あ
ら
ず
や
。
世
界
の
市
場
に
我

　
特
性
を
保
持
す
る
の
必
要
な
る
は
、
蓋
し
弁
を
倹
た
ざ
る
も
の
あ
り
。
前
段
に
述
へ
た
る
如
く
。
我
国
美
術
品
は
飽
ま
て
其
特
色
を
固
持
し
。
世
界
の
大
市

　
場
に
横
行
闊
歩
す
る
を
勉
め
さ
る
へ
か
ら
す
（
結
論
草
案
、
一
七
七
）
。

　
糧
界
市
場
で
は
文
化
的
固
有
性
こ
そ
が
競
争
力
を
持
つ
と
い
う
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
国
粋
主
義
思
想
の
実
業
論
に
お
け
る
展
開
例
と
し
て

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
同
時
期
の
京
都
に
つ
い
て
、
同
様
に
世
界
市
場
を
意
識
し
文
化
の
固
有
性
保
持
を
訴
え
た
論
者
と
し
て
は

福
沢
諭
吉
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
福
沢
は
、
京
都
振
興
の
道
は
「
京
都
府
民
専
有
の
宝
」
で
あ
る
古
社
寺
を
生
か
し
た
観
光
業
に
あ
る
と
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⑱

し
て
、
琵
琶
湖
疏
水
な
ど
工
業
化
に
よ
る
振
興
策
は
「
事
物
の
緩
急
前
後
を
誤
り
、
所
謂
文
明
流
に
走
り
た
る
の
軽
挙
」
と
批
判
し
て
い
る
。

稲
垣
の
議
論
は
、
こ
の
よ
う
な
知
識
人
の
京
都
近
代
化
批
判
の
一
類
型
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
だ
が
、
絹
織
物
は
「
我
邦
固
有
の
染
粉
固
有
の
染
方
織
方
」
に
よ
り
、
あ
く
ま
で
も
「
器
械
的
な
ら
ず
し
て
手
指
の
運
用
」
で
製
造
す
べ
き

だ
と
い
う
稲
垣
の
意
見
は
、
実
際
に
は
ど
の
程
度
賛
成
を
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
点
に
関
し
て
京
都
側
の
反

応
は
確
認
で
き
な
い
。
確
か
に
稲
垣
は
、
博
多
に
お
い
て
「
西
洋
染
色
法
」
に
よ
る
博
多
織
近
代
化
と
い
う
県
方
針
に
反
対
す
る
商
法
会
議
所

か
ら
賞
賛
を
受
け
た
、
と
述
べ
て
い
る
（
結
論
草
案
、
一
七
五
）
。
近
代
化
の
恩
恵
が
少
な
い
中
小
商
工
業
者
の
支
持
が
、
～
定
程
度
存
在
し
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
定
で
き
る
。
し
か
し
多
く
の
場
合
、
実
業
奨
励
は
近
代
的
産
業
の
奨
励
を
意
味
し
て
い
た
。
例
え
ば
実
業
保
護
を
訴
え
る

自
由
党
の
栗
原
亮
一
は
、
「
特
種
の
長
所
」
あ
る
絹
織
物
な
ど
伝
統
工
芸
晶
の
産
額
は
僅
か
で
あ
り
、
そ
の
た
め
「
高
尚
な
る
美
術
は
手
芸
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

以
て
す
べ
き
も
、
盛
大
な
る
工
業
は
器
械
を
用
ひ
さ
る
を
得
ず
」
と
、
「
手
芸
」
的
在
来
産
業
保
護
に
は
消
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
近

代
化
を
通
じ
た
産
業
振
興
を
熱
心
に
支
持
す
る
実
業
家
層
に
と
っ
て
、
稲
垣
の
商
工
貿
易
立
国
論
は
魅
力
的
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
大
量
生
産

と
網
反
す
る
「
特
色
の
芸
術
」
保
護
と
い
・
？
王
張
は
、
訴
求
力
を
持
ち
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（一

黶j

@
「
東
方
論
」
と
地
域
闘
競
争
　
　
宮
津
の
場
合

　
丹
後
宮
津
出
身
の
噸
国
民
新
聞
』
記
者
平
田
久
は
、
「
帰
郷
の
消
息
」
（
一
八
九
三
）
で
宮
津
を
こ
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
此
処
は
、
汽
車
汽
船
の
今
時
代
に
経
て
は
東
京
を
騰
る
僅
か
に
二
十
七
八
時
問
程
、
京
都
よ
り
は
陸
路
三
十
一
里
余
に
過
ぎ
ず
候
得
共
、
半
面
開
化
の
我
国

　
に
於
て
、
暗
黒
な
る
側
に
地
位
を
占
め
、
僅
か
王
十
里
乃
至
四
十
里
の
京
都
大
坂
と
は
全
く
交
通
の
便
を
欠
き
、
五
六
年
前
ま
で
は
人
力
車
す
ら
通
せ
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
険
道
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
居
候
。

　
「
半
面
開
化
」
の
日
本
の
「
暗
黒
な
る
側
」
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
近
代
的
交
通
網
か
ら
疎
外
さ
れ
「
裏
日
本
」
化
が
進
む
こ
と
に
対
す
る

宮
津
側
の
危
機
意
識
が
ま
ざ
ま
ざ
と
う
か
が
え
る
。
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
契
機
と
期
待
さ
れ
た
の
は
、
平
田
も
触
れ
て
い
る
京
都
宮
津
問
車
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道
の
開
通
（
一
八
八
九
）
で
あ
り
、
ま
た
本
節
で
検
討
す
る
宮
津
港
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
貿
易
を
認
め
た
法
律
の
成
立
（
一
八
九
三
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
⑳

　
先
行
耐
究
か
ら
同
法
成
立
の
経
緯
を
確
認
す
る
と
、
九
二
年
二
月
の
第
二
回
総
選
挙
後
、
神
鞭
知
常
の
選
挙
区
丹
後
地
域
で
は
、
地
域
振
興

策
と
し
て
宮
津
の
外
国
貿
易
港
化
を
目
指
す
動
き
が
浮
上
す
る
。
前
節
で
触
れ
た
白
椙
棟
助
ら
神
鞭
系
の
地
域
有
力
者
は
、
同
年
八
月
に
「
宮

津
商
港
・
鉄
道
期
成
同
盟
会
」
を
結
成
、
岡
盟
会
は
＝
月
に
「
宮
津
港
を
特
別
輸
出
港
と
定
め
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
請
願
書
」
を
作
成
し
、

神
鞭
に
仲
介
を
依
頼
し
た
。
神
鞭
に
よ
り
第
四
議
会
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
た
「
宮
津
港
に
浦
塩
詰
徳
貿
易
に
関
す
る
船
舶
の
出
入
及
貨
物
の
積

卸
を
許
す
の
法
律
案
」
は
、
九
三
年
二
月
二
四
日
に
衆
議
院
を
通
過
、
貴
族
院
で
の
審
議
に
お
い
て
政
府
委
員
の
抵
抗
を
受
け
た
が
、
同
盟
会

の
根
回
し
を
受
け
て
い
た
近
衛
篤
麿
の
強
い
後
押
し
も
あ
り
可
決
、
三
月
一
五
日
に
法
律
第
＝
二
号
と
し
て
成
立
し
た
。

　
同
盟
会
が
地
域
振
興
策
と
し
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
貿
易
に
注
目
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
同
盟
会
が
作
成
し
た
「
請
願
書
」
を
検
討
す
る
と
、
そ

こ
に
は
次
の
よ
う
に
「
東
方
論
」
の
強
い
影
響
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
試
に
西
誤
信
亜
鉄
道
竣
工
後
の
情
況
を
想
像
す
る
に
、
欧
人
の
東
洋
に
来
往
す
る
者
、
湿
た
印
度
洋
の
迂
路
を
取
ら
す
し
て
一
に
此
鉄
道
に
拠
る
へ
く
、
且

　
米
国
に
渡
ら
ん
と
す
る
も
の
は
巡
れ
よ
り
我
国
の
津
軽
海
峡
を
通
過
し
て
東
太
平
洋
に
出
て
ん
、
其
我
国
に
来
ら
ん
と
す
る
も
の
は
直
に
南
航
し
て
我
北
部

　
に
｝
の
良
港
を
求
む
る
な
ら
ん
、
事
態
此
の
如
く
ん
は
我
意
海
岸
を
距
る
僅
に
二
昼
夜
程
の
正
北
浦
塩
斯
徳
器
に
干
て
、
数
年
を
出
て
す
一
大
激
変
を
起
す

　
は
疑
ふ
へ
か
ら
さ
る
事
実
に
し
て
、
従
来
最
も
沈
静
し
た
り
し
北
海
は
、
将
に
蘇
れ
よ
り
多
事
な
ら
ん
と
す
、
朝
時
に
当
て
は
内
外
人
の
視
線
期
せ
す
し
て

　
北
方
へ
注
射
す
る
や
必
せ
り
、
我
国
看
た
る
も
の
今
に
於
て
課
し
め
北
海
の
良
港
を
探
求
し
て
、
他
日
通
商
貿
易
の
準
備
を
な
す
、
曹
に
無
用
の
業
に
非
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
る
に
あ
ら
す
、
実
に
焦
眉
の
急
な
り
と
云
ふ
て
可
な
り

　
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
竣
工
に
よ
り
、
日
本
の
「
北
海
岸
」
各
港
　
　
敦
賀
・
宮
津
・
舞
鶴
・
瀬
戸
崎
・
七
尾
・
小
浜
・
油
谷
・
船
川
　
　
が
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
と
の
貿
易
港
と
し
て
浮
上
す
る
が
、
な
か
で
も
宮
津
が
最
適
で
あ
る
と
結
論
し
た
「
請
願
書
」
は
、
「
此
説
は
徒
に
宮
津
地
方

人
民
の
私
情
に
塗
す
し
て
肝
付
海
軍
大
佐
の
調
査
豊
実
に
此
の
如
し
」
と
付
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
章
で
み
た
九
二
年
三
月
の
東
京
経
済

学
協
会
に
よ
る
調
査
報
告
を
指
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
商
業
利
用
と
い
う
稲
垣
の
主
張
は
、
東
京
経
済
学
協
会
の
港
湾
調
査
、
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　　　　　　　　図2　富津に接続する世界交通網

出典＝「浦港新航路」（『宮津之新潮』1，1893年）

特
に
肝
付
答
申
を
介
し
て
、
宮
津
の
地
域
振
興
へ
の

試
み
を
駆
動
し
、
正
当
化
す
る
役
割
を
果
た
し
た
の

で
あ
る
。
宮
津
の
側
が
稲
垣
を
認
知
し
て
い
た
こ
と

は
、
宮
津
の
青
年
知
識
層
に
よ
り
創
刊
さ
れ
た
雑
誌

　
　
　
　
　
⑬

『
宮
津
之
薪
潮
』
に
、
「
這
回
宮
津
港
の
開
放
は
余

の
大
に
喜
ぶ
処
に
し
て
」
と
い
う
「
東
方
策
士
稲
垣

満
次
郎
氏
」
の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
た
と
こ
ろ
か

　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
同
誌
掲
載
の
図
2

「
浦
三
新
航
路
」
も
、
宮
津
構
想
が
稲
垣
に
よ
る
前

掲
図
1
と
同
系
列
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
こ
で
い
う
「
特
別
港
」
と
は
、
一
連

の
通
商
条
約
で
定
め
ら
れ
た
五
つ
の
開
港
場
以
外
に
、

特
例
と
し
て
外
国
貿
易
が
認
め
ら
れ
た
港
湾
を
指
す
。

「
特
別
港
」
を
指
定
し
た
法
令
は
、
輸
出
相
手
国
ま

た
は
輸
出
品
目
を
限
定
し
た
次
の
二
つ
で
あ
っ
た
。

①
朝
鮮
貿
易
を
許
可
す
る
も
の
。
△
二
年
の
太
政
官

布
告
第
四
〇
号
は
、
従
来
か
ら
朝
鮮
貿
易
に
既
得
権

を
有
し
て
い
た
厳
原
・
下
関
・
博
多
の
三
港
に
限
り
、

日
本
人
所
有
船
舶
に
よ
る
貿
易
を
許
可
し
た
。
ま
た
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表3　ウラジオストク（沿海州）を対象とする「特別港」法案

No， 会期 趣旨説明日① 法　案　名 提撮者 成否② 経　過

1 第4議会 1893／2／24
宮津港二子塩斯徳港貿易二
ﾖスル船舶ノ出入及貨物ノ
ﾏ卸ヲ許スノ法律案

神鞭知常 ○
即日可決，2／28貴族
@通過，3月15日法律
謔P3号（4／1施行〉

2 第6議会 1894／5／19

越前国敦賀港二於テ露領沿
C州薩ll合嘉島及朝鮮国貿易二関スル船舶ノ出入及貨物

ﾏ卸許可法律：案

時岡又左衛門

ﾙか1名
× 議事日程記載のみ

3 第6議会 1894／5／19

鳥取県伯亡国境港二朝鮮国
y露領浦山斯徳等貿易二関スル船舶出入及貨物ノ積卸

昼麻Xノ法律案

渡部芳造ほか
P名

× 議事窪程記載のみ

4 第8議会 1895／2／07

越前国敦賀港二於テ露領沿
C州薩陰唖島及朝鮮国貿易二関スル船舶ノ出入及貨物

ﾏ卸許可法律案

小畑岩次郎ほ

ｩ1名
△

委員会付託，3／8修
ｳ可決　3／12貴族院
ﾏ員会付託，審議未了
p案

5 第8議会 1895／2／07

唐津港二於テ朝鮮国清国及ヒ露領浦塩享徳港貿易二関

Xル船舶出入及貨物積卸ノ
ﾁ許二関スル法律：案

松尾寛三ほか
P名 ム

委員会付託3／8修
ｳ可決，3／12貴族院
ﾏ員会付託審議未了
p案

6 第8議会 1895／2／15

陸奥国青森港二於テ露領浦
�ｲ徳及軸比利亜沿岸貿易二関スル船舶ノ出入及貨物

ﾏ卸許可法律案

源晟ほか1名 △

委員会付託　3／8修
ｳ可決，3／12貴族院
ﾏ員会付託審議未了
p案

7 第8議会 1895／2／15

長門国財ノ関港豊前国門司
`二於テ朝鮮支那印度露髄
?海州貿易二関スル船舶出
?及貨物積雲許可法案

福江角太郎ほ

ｩ3名
△

委貴会付託，3／8修
ｳ可決，3／12貴族院
ﾏ員会付託，審議未了
p案

8 第8議会 1895／2／21

博多港二於テ朝鮮国清国司
I胎浦潔癖徳港貿易二関ス
拒D舶出入及貨物積卸許可
@律案

権藤貫一ほか
P名 △

委員会付託3／8修
ｳ可決，3／12貴族院
ﾏ員会付託，審議未了

p案

9 第9議会 1896／2／25

福井県越前国敦：賀港外七港旧事テ東洋貿易二関スル船

阜茁?許可法律案

小畑岩次郎ほ

ｩ8名
× 議事日程記載のみ

出典：ぎ帝国議会衆議院議事速紀録」各会期分。

註：①議事日程記載のみの場合，また蕃議未了の場合は提曜日。

　②衆議院通過のみの場合△。

　
と
こ
ろ
が
宮
津
港
の
場
合
、
出
港
手
数
料
に

関
す
る
規
定
こ
そ
①
へ
の
準
拠
が
定
め
ら
れ
た

蘭
が
追
加
さ
れ
た
。
う
ち
口
之
津
と
小
樽
は
、

従
来
三
池
炭
鉱
や
幌
内
鉱
山
に
許
可
さ
れ
て
い

た
外
国
船
舶
雇
い
入
れ
が
、
官
業
払
い
下
げ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

伴
い
法
制
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
①

②
で
指
定
さ
れ
た
港
湾
は
、
そ
れ
ま
で
の
何
ら

か
の
経
緯
を
引
き
継
ぐ
形
で
外
国
貿
易
が
許
可

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

同
布
告
に
準
拠
し
た
「
朝
鮮
国
貿
易
に
関
す
る

船
舶
出
入
及
貨
物
積
卸
の
件
」
（
九
〇
年
勅
令
第

五
四
号
）
は
、
対
馬
の
佐
須
奈
と
厳
原
に
朝
鮮

貿
易
を
許
可
し
た
。
②
輸
出
品
目
を
限
定
す
る

も
の
。
八
九
年
「
特
別
輸
出
港
規
則
」
（
法
律

第
四
〇
号
）
は
、
米
・
麦
・
麦
粉
・
石
炭
・
硫

黄
の
五
品
目
に
限
り
海
外
へ
の
輸
出
を
認
め
た
。

対
象
港
湾
は
、
下
関
・
博
多
・
ロ
之
津
・
小
樽
、

お
よ
び
門
司
・
唐
津
・
三
角
・
伏
木
・
釧
路
で

あ
り
、
さ
ら
に
九
四
年
法
律
第
一
号
に
よ
り
室
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も
の
の
、
宮
津
は
外
国
貿
易
実
績
を
持
た
な
い
こ
と
、
相
手
先
と
し
て
初
め
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
が
指
定
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
議
員
の
発

議
に
よ
り
実
現
し
た
唯
一
の
「
特
別
面
し
で
あ
る
こ
と
、
の
三
点
に
お
い
て
、
①
②
の
系
列
と
は
異
な
る
画
期
的
な
事
例
と
み
な
し
う
る
。
そ

の
た
め
宮
津
の
貿
易
港
指
定
は
、
日
本
海
沿
岸
の
港
湾
所
在
地
を
刺
激
し
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
貿
易
を
念
頭
に
お
い
た
「
特
別
港
」
指
定
を
求

め
る
形
式
を
と
っ
た
地
域
振
興
策
が
、
各
地
で
構
想
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
地
域
的
拡
が
り
を
大
ま
か
に
掘
握
す
る
た
め
、
九
六
年
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
⑯

前
の
衆
議
院
で
議
事
日
程
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
「
特
別
港
」
法
案
を
示
し
た
の
が
表
3
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
九
四
年
の
第
六
議
会
と
翌
九

五
年
の
第
八
議
会
に
、
境
・
敦
賀
・
唐
津
・
青
森
・
下
関
・
門
司
・
博
多
の
各
港
か
ら
「
露
領
沿
海
州
」
「
浦
塩
斯
徳
」
を
対
象
と
す
る
法
律

案
が
陸
続
と
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
解
る
。
彼
ら
は
宮
津
の
成
功
を
強
く
意
識
し
、
競
争
意
識
を
抱
い
て
行
動
し
て
い
た
。
例
え
ば
『
陸
奥
日

報
』
主
筆
で
、
青
森
港
の
対
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
商
港
指
定
運
動
を
唱
導
し
た
成
田
鉄
四
郎
は
、
九
四
年
六
月
、
「
港
場
開
放
の
競
争
年
に
急
な

る
に
当
り
、
其
要
衝
に
立
て
る
陸
奥
湾
頭
の
志
士
に
は
其
地
の
形
勝
を
侍
み
婁
然
顧
慮
す
る
柔
な
く
し
て
可
な
ら
ん
乎
、
須
ら
く
其
の
競
争
港

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
る
各
港
の
優
劣
を
弁
え
之
に
備
ふ
る
の
道
を
講
ず
べ
き
を
要
す
」
と
の
問
題
意
識
か
ら
、
敦
賀
と
宮
津
の
視
察
を
お
こ
な
っ
た
。
成
田
の
道

県
後
の
六
月
三
〇
日
、
『
東
紮
日
報
』
は
次
の
よ
う
に
他
地
域
と
の
競
争
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
「
青
森
堕
民
」
の
奮
起
を
促
し
て
い
る
。

　
機
や
来
れ
り
、
酉
比
利
亜
鉄
道
の
延
長
は
日
露
貿
易
の
主
港
を
本
邦
東
北
沿
岸
に
定
む
る
の
必
要
を
促
か
し
来
れ
り
、
其
の
名
誉
あ
る
地
歩
を
占
む
べ
き
は

　
梱
れ
果
し
て
何
処
の
港
湾
そ
や
、
蔵
本
海
の
沿
岸
各
港
は
到
処
此
の
名
誉
な
る
地
歩
を
得
ん
こ
と
を
競
争
し
混
戦
紛
争
底
止
す
る
所
を
知
ら
さ
る
か
如
し

　
こ
の
よ
う
な
「
港
場
開
放
の
競
争
」
状
況
に
対
し
て
、
『
宮
津
之
新
潮
』
は
「
金
津
人
士
た
る
も
の
奮
発
す
る
に
非
ら
ざ
れ
ば
今
日
の
幸
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
終
に
他
地
方
の
た
め
に
奪
ひ
去
ら
る
・
こ
と
な
き
を
保
証
せ
ず
」
「
早
晩
我
春
野
唯
一
の
商
権
利
益
を
蚕
食
せ
ら
る
・
」
と
焦
慮
を
募
ら
せ

る
。
鉄
道
網
と
接
続
し
て
い
な
い
点
が
宮
津
港
最
大
の
弱
点
と
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
特
別
港
」
指
定
後
の
宮
津
で
は
、

鉄
道
敷
設
が
次
の
運
動
目
標
と
な
っ
た
。
意
識
さ
れ
た
の
は
、
隣
接
す
る
舞
鶴
と
と
も
に
、
す
で
に
八
二
年
に
鉄
道
と
結
ば
れ
て
い
た
敦
賀
で

あ
る
。
神
鞭
知
常
を
支
持
す
る
『
宮
津
之
新
潮
』
は
、
敦
賀
は
「
今
や
歎
を
自
由
党
に
通
じ
来
る
第
五
議
会
に
於
て
は
少
な
く
も
宮
津
港
と
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

一
の
資
格
を
得
ん
こ
と
を
期
し
着
々
そ
の
準
備
中
」
な
ど
と
、
政
治
的
対
立
を
も
絡
め
て
そ
の
行
動
を
報
道
し
て
い
る
。
日
本
海
沿
岸
各
港
に
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お
け
る
地
域
振
興
の
試
み
を
駆
動
し
た
「
東
方
論
」
は
、
女
時
に
地
域
間
競
争
を
生
み
出
す
一
因
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
事
態
を
、
当
の
稲
垣
自
身
は
ど
の
よ
う
に
観
察
し
て
い
た
の
か
。
す
で
に
九
二
年
の
全
国
遊
説
の
際
に
、
「
北
陸
諸
属
地
碁
器
志
者
か

西
谷
利
亜
鉄
道
に
対
す
る
感
覚
の
馨
勃
と
し
て
運
動
せ
る
こ
と
、
随
て
北
海
各
地
港
湾
政
策
の
企
画
到
る
処
に
競
起
」
す
る
様
を
実
見
し
て
い

た
稲
垣
は
（
結
論
草
案
、
八
五
～
入
六
）
、
「
特
別
港
」
指
定
を
め
ぐ
る
地
域
問
競
争
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
確
か
に
そ
れ
は

「
我
国
人
の
商
業
上
対
外
思
想
の
発
達
」
を
示
す
好
事
例
で
は
あ
る
も
の
の
、
小
資
本
に
よ
る
計
画
で
は
、
大
規
模
か
つ
適
切
な
港
湾
整
備
の

実
行
を
阻
害
し
、
ま
た
地
域
経
済
を
疲
弊
さ
せ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
（
結
論
草
案
、
八
六
）
。
ま
た
公
益
を
顧
み
な
い
商
人
の
行
動
も
稲
垣

の
懸
念
材
料
で
あ
っ
た
。
前
評
判
の
高
ま
り
に
よ
り
土
地
買
い
占
め
が
発
生
し
た
敦
賀
斎
宮
の
場
合
、
稲
垣
は
例
え
直
宮
が
商
港
に
決
定
し
た

と
し
て
も
＝
私
人
の
利
益
を
噛
む
べ
き
犠
牲
」
に
な
る
だ
ろ
う
と
懸
念
を
示
し
て
い
る
（
結
論
草
案
、
＝
二
）
。

　
そ
の
た
め
稲
垣
は
、
東
邦
協
会
に
「
北
海
港
湾
の
品
位
」
を
論
衡
す
る
門
港
格
撰
定
委
員
」
を
設
け
、
謡
曲
を
重
要
度
に
応
じ
て
「
国
港
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

「
前
港
」
「
県
港
」
に
区
分
し
、
「
地
域
人
民
企
業
の
標
準
」
を
示
す
こ
と
で
過
当
競
争
を
回
避
す
る
と
い
う
提
案
を
お
こ
な
う
が
、
こ
れ
が
実

行
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
学
術
団
体
と
し
て
の
東
邦
協
会
に
は
、
こ
の
よ
う
な
利
害
調
整
機
能
は
望
み
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
九
四
年
に
な
る
と
稲
垣
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
東
方
論
偏
普
及
を
目
的
と
す
る
言
論
活
動
に
つ
い
て
、
「
両
三
年
前
と
は
来
変
り
て
、
今
や
対

外
策
て
ふ
こ
と
は
、
た
と
ひ
其
の
形
、
其
の
精
神
に
於
て
異
な
る
所
あ
る
に
も
せ
よ
、
兎
に
も
角
に
も
、
政
治
家
、
実
業
家
、
其
の
他
一
般
人

の
頗
る
之
を
説
く
の
世
に
な
り
つ
」
と
総
括
し
つ
つ
も
、
次
の
点
を
批
判
す
る
よ
う
に
な
る
。
確
か
に
「
東
方
論
」
の
普
及
自
体
は
格
段
の
進

歩
だ
が
、
し
か
し
政
治
家
や
新
聞
記
者
、
特
に
政
党
員
は
、
「
東
方
論
」
を
「
国
家
的
の
問
題
と
見
る
よ
り
は
、
寧
ろ
党
略
上
の
眼
孔
を
以
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

取
扱
は
ん
と
し
た
り
し
は
、
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
実
」
で
あ
り
、
彼
ら
は
「
対
外
の
気
勢
を
利
用
し
、
各
自
己
を
な
さ
ん
と
す
る
の
横
道
を
踏

　
　
　
　
　
　
⑳

め
り
」
（
傍
点
筆
者
）
。
本
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
国
民
統
一
を
目
標
と
し
て
権
想
さ
れ
た
稲
垣
の
「
東
方
論
」
は
、
宮
津
の
地
域
振
興
要
求

を
駆
動
し
、
ま
た
そ
れ
を
国
家
的
に
意
義
あ
る
も
の
と
し
て
正
当
化
す
る
論
理
と
し
て
機
能
し
た
。
だ
が
そ
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
地
域
間
の

「
自
己
」
主
張
と
競
争
は
、
稲
垣
に
と
っ
て
は
国
民
統
一
を
阻
む
「
横
道
」
と
し
て
批
判
の
対
象
と
な
る
の
で
あ
る
。
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同
蒔
に
稲
垣
は
東
邦
協
会
に
つ
い
て
も
・
提
　
一
塁
お
こ
な
つ
の
み
で
実
現
責
任
を
持
た
な
い
曜
四
秀
人
中
の
理
袈
の
蒲
鉾
・
と
失

望
感
を
顕
わ
に
す
る
よ
う
に
な
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
国
民
統
一
の
基
礎
と
さ
れ
た
「
経
済
的
の
和
合
｛
致
」
は
、
一
面
で
は
「
損
失
利

得
」
の
念
に
基
づ
く
「
協
合
」
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
学
術
団
体
や
華
族
に
よ
る
高
次
の
統
合
機
能
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
再
度
表
1

著
作
一
覧
を
確
認
す
る
と
、
九
四
年
以
降
華
族
論
や
教
育
論
の
比
重
が
増
加
す
る
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
当
初
の
稲
垣
構
想
は
、

「
菓
方
論
」
の
伝
播
の
過
程
で
、
具
体
的
な
実
現
方
針
に
つ
い
て
転
換
を
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

①
「
舞
鶴
港
と
バ
ン
ク
ー
バ
ー
」
（
魍
読
売
新
聞
㎞
へ
入
八
九
年
五
月
；
二
巳
）
。

②
　
稲
波
鈎
三
郎
「
京
都
府
青
年
ノ
貴
任
」
（
㎎
京
都
青
年
会
雑
誌
撫
　
～
、
～
入
八
九

　
年
〉
。

③
『
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
は
京
都
に
開
設
す
る
を
適
当
と
す
る
意
見
書
幅

　
（
京
都
商
工
同
盟
会
、
一
八
九
二
年
）
。

④
「
稲
垣
満
次
郎
氏
の
演
説
」
（
『
日
出
新
聞
徳
一
八
九
一
年
一
二
月
一
七
日
）
。

⑤
　
　
「
稲
垣
満
次
郎
君
の
工
業
対
外
策
演
説
」
（
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
　
一
八
九
一
年
一

　
二
月
一
五
日
広
告
）
。

⑥
「
工
業
対
外
策
稲
垣
満
次
郎
氏
京
都
二
於
テ
演
説
」
（
前
掲
『
松
方
正
義
関

　
係
文
書
聴
　
一
　
一
、
　
二
四
四
一
～
二
山
ハ
九
頁
）
。

⑦
『
京
都
公
民
会
雑
誌
㎏
；
一
、
一
八
九
〇
年
。
北
垣
の
地
域
振
興
構
想
に
つ
い

　
て
は
、
高
久
嶺
之
介
『
近
代
B
本
と
地
域
振
興
螂
（
腰
文
閤
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
、

　
参
照
。

⑧
塵
海
研
究
会
編
『
北
垣
国
道
目
紀
「
塵
海
論
（
白
文
閣
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）

　
一
八
九
一
年
八
月
二
〇
B
条
。

⑨
「
京
都
に
於
け
る
稲
垣
満
次
郎
氏
」
（
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
八
九
一
年
一
二
月

　
一
七
日
）
。

⑩
前
掲
『
北
垣
国
道
嗣
記
「
塵
海
」
』
一
八
八
九
年
四
月
八
B
条
。

⑪
「
〔
北
垣
国
道
氏
の
意
見
〕
」
（
噸
京
都
青
年
会
雑
誌
㎞
一
五
、
一
八
九
二
年
）
。

⑫
山
本
清
助
「
実
業
家
」
（
『
京
都
郡
年
会
雑
誌
㎞
＝
～
、
一
八
九
一
年
）
。

⑬
『
国
家
経
済
会
報
告
螂
二
二
、
一
八
九
三
年
。

⑭
飯
塚
一
幸
只
対
外
硬
」
派
・
憲
政
本
党
基
盤
の
変
容
」
（
山
本
四
郎
編
醜
近
代

　
日
本
の
政
党
と
官
僚
』
東
京
創
元
社
、
一
九
九
一
年
）
。

⑮
片
桐
正
雄
『
京
都
舞
鶴
間
敷
設
の
義
に
付
意
見
書
臨
（
京
都
商
工
同
盟
会
、
一

　
八
九
二
年
〉
。

⑯
稲
垣
は
＝
～
月
一
五
日
か
ら
二
二
日
ま
で
京
都
に
滞
在
し
た
（
門
稲
垣
満
次
郎

　
氏
」
『
巳
出
新
聞
』
　
一
八
九
一
年
一
二
月
二
四
日
）
。

⑰
噸
京
都
織
物
株
式
会
社
五
十
年
史
臨
（
京
都
織
物
株
式
会
社
、
一
九
三
七
年
）

　
一
＝
、
九
四
頁
。

⑱
福
沢
諭
吉
「
京
都
の
神
社
仏
閣
」
、
「
陰
本
国
を
楽
郷
と
し
て
外
客
を
導
き
来
る

　
引
し
」
（
『
隠
事
新
報
』
一
八
九
二
年
五
月
～
三
、
一
四
日
。
『
福
沢
諭
吉
全
集
㎞

　
一
三
、
山
石
波
書
店
、
　
一
九
六
〇
年
、
一
二
山
ハ
ニ
～
三
六
七
頁
）
。

⑲
栗
原
亮
一
「
政
党
は
実
業
家
の
保
護
者
な
り
」
（
自
由
党
『
党
報
㎞
一
六
、
一

　
八
九
二
年
七
月
～
○
日
）
。

⑳
平
田
久
「
帰
郷
の
消
息
第
五
信
」
（
『
国
民
新
聞
』
一
八
九
三
年
九
月
五
日
）
。

⑳
携
掲
飯
塚
一
幸
「
「
対
外
硬
扁
派
・
憲
政
本
党
基
盤
の
変
容
」
。

⑫
　
　
『
宮
津
市
史
㎞
史
料
編
四
（
宮
津
市
、
二
〇
〇
一
年
）
、
七
二
七
～
七
三
〇
頁
。

⑳
　
　
『
宮
津
市
登
高
通
史
編
下
（
宮
津
市
、
二
〇
〇
四
年
）
、
六
五
八
～
六
六
〇
頁
。
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⑱
　
　
「
稲
垣
満
次
郎
氏
の
宮
津
商
港
に
対
す
る
意
見
」
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵

　
『
宮
津
之
新
潮
㎞
二
、
～
八
九
三
年
）
。

⑳
　
安
井
杏
子
門
旧
条
約
下
の
不
二
港
場
と
対
外
貿
易
扁
（
『
駒
沢
史
学
匝
七
五
、
二

　
〇
一
〇
年
）
、
参
照
。

⑳
〉
　
一
八
九
六
年
で
区
切
っ
た
理
由
は
、
同
年
四
月
一
日
施
行
の
「
外
国
貿
易
の
為

　
船
舶
繊
入
及
貨
物
輸
出
入
の
件
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
外
国
貿
易
が
認
め
ら

　
れ
る
港
湾
は
勅
令
で
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

⑳
　
成
田
鉄
四
郎
「
湖
海
浪
游
記
（
一
）
遊
蕩
扁
（
『
東
奥
日
報
㎏
　
一
八
九
四
年
六
月

　
二
三
日
）
。
成
田
の
地
域
振
興
論
も
「
東
方
論
扁
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ

　
の
著
誉
『
陸
奥
湾
之
将
来
』
（
東
諸
日
報
社
、
一
八
九
四
年
中
に
稲
垣
門
東
方
策

　
結
論
草
案
上
㎞
が
引
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
成
田
の
構
想

　
に
つ
い
て
は
、
河
西
英
通
『
近
代
日
本
の
地
域
思
想
』
（
窓
社
、
一
九
九
六
年
）

　
第
四
章
、
参
照
。

⑳
　
　
「
準
開
港
期
成
会
」
（
『
東
奥
日
報
』
一
八
九
四
年
六
月
三
〇
日
）
。

⑳
「
伯
州
境
港
」
（
璽
宮
津
之
新
潮
臨
三
、
一
入
九
三
年
）
、
「
特
別
輸
出
入
港
扁

　
（
『
宮
津
之
新
潮
㎏
　
一
一
、
一
八
九
五
年
）
。

⑳
　
　
「
舞
鶴
と
宮
津
扁
（
『
宮
津
之
新
潮
』
一
、
一
八
九
三
年
）
。

⑳
　
稲
垣
満
次
郎
「
日
本
北
海
港
湾
の
資
格
調
査
の
件
漏
（
『
東
邦
協
会
報
告
㎞
　
～
五
、

　
一
八
九
二
年
）
。

⑳
　
前
掲
稲
垣
満
次
郎
「
対
外
策
確
立
の
時
期
」
。

⑬
　
前
掲
稲
垣
満
次
郎
「
貴
族
の
国
家
問
題
に
対
す
る
位
鐙
」
。
時
期
は
不
曙
だ
が
、

　
稲
垣
は
副
島
種
臣
に
対
し
て
東
邦
協
会
評
議
員
を
辞
職
す
る
意
志
を
伝
え
て
い
る

　
（
年
不
詳
八
月
四
日
付
稲
垣
宛
副
島
種
臣
書
簡
、
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
寄
託
山

　
ロ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
b
o
お
潔
O
O
膳
o
Q
ト
っ
）
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
そ
の
後
の
稲
垣
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
稲
垣
は
、
一
八
九
二
年
一
〇
月
～
九
三
年
二
月
の
香
港
・
サ
イ
ゴ
ン
・
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ジ
ャ
ワ
・
マ
カ
オ
・
台
湾
視
察
を
皮
切
り
に
、
九
三
年
夏
の
シ
ベ
リ
ア
・
樺
太
・
朝
鮮
視
察
、
九
四
年
三
～
六
月
の

イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
・
中
国
・
朝
鮮
視
察
と
、
活
動
の
軸
足
を
海
外
視
察
に
移
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
ま
ず
彼
の
商
工
貿
易
論
が
、
商
圏
の

確
保
、
特
に
軽
工
業
製
品
の
販
路
を
必
要
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
彼
は
、
「
ア
ジ
ア
の
商
業
の
中
心
」
を
目
指
す
う
え
で
「
強
敵
」

と
な
る
中
国
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
南
洋
、
七
〇
～
七
一
）
。
そ
の
た
め
稲
垣
は
、
九
四
年
七
月
の
日
清
開
戦
直
前
に
は
、
「
近
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

内
に
現
内
閣
を
替
へ
輩
固
な
る
内
閣
を
作
り
～
大
決
戦
す
る
外
策
な
き
」
と
、
対
外
硬
派
の
立
場
か
ら
戦
争
を
待
望
す
る
に
至
っ
た
。
九
七
年

三
月
、
第
二
次
松
方
内
閣
に
よ
り
逞
羅
国
駐
筍
弁
理
公
使
に
任
命
さ
れ
た
稲
垣
は
、
日
進
通
商
航
海
条
約
（
一
八
九
八
）
を
成
立
さ
せ
、
一
九

〇
五
年
ま
で
シ
ャ
ム
外
交
に
携
わ
る
。
次
い
で
稲
垣
は
～
九
〇
七
年
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
公
使
に
転
じ
た
が
、
し
か
し
一
九
〇
八
年
＝
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月
二
五
日
、
任
地
マ
ド
リ
ー
ド
に
て
病
没
す
る
。

　
本
文
で
は
稲
垣
の
言
説
変
化
を
、
国
民
統
一
と
い
う
思
想
課
題
の
展
開
過
程
と
し
て
描
い
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
は
、
晩
年
の
稲

垣
が
取
り
組
ん
だ
シ
ャ
ム
外
交
は
次
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
。
稲
垣
は
、
日
本
が
シ
ャ
ム
に
お
い
て
獲
得
し
た
商
工
業
従
事
権
、
内
地
旅
行
権
、

鉱
山
開
発
権
と
い
っ
た
数
々
の
特
権
は
、
南
方
進
出
を
図
る
日
本
人
が
「
退
富
国
に
這
入
っ
た
支
那
人
民
』
に
対
抗
す
る
う
え
で
強
力
な
武
器

　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
従
来
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
重
視
し
て
い
た
稲
垣
は
、
中
国
と
の
対
抗
関
係
を
に
ら
み
つ
つ
南
方
進
出
論
へ
と
議
論
の
重

点
を
移
行
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
別
個
に
評
価
さ
れ
て
き
た
稲
垣
の
「
環
太
平
洋
構
想
」
や
「
南
進
論
」
は
、
彼
に
と
っ

て
は
と
も
に
国
民
統
一
構
想
の
実
現
手
段
で
あ
り
、
当
初
稲
垣
が
描
い
て
い
た
地
域
実
業
者
の
利
益
要
求
を
国
民
的
利
益
の
方
向
へ
誘
導
す
る

と
い
う
構
想
の
破
綻
が
顕
わ
と
な
っ
た
た
め
に
、
そ
の
手
段
と
対
象
と
な
る
地
域
が
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
経
済
的
対
外
対
峙
の
条
件
整
備
の
た
め
に
国
内
の
～
致
団
結
を
呼
び
か
け
、
利
害
対
立
の
緩
和
を
図
っ
た
稲
垣
の
主
張
を
、
一
八

九
〇
年
代
の
対
外
論
調
の
文
脈
に
置
き
直
す
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
国
民
統
一
の
便
法
と
し
て
代
議
政
体
に
期
待

し
て
い
た
陸
掲
南
は
、
九
三
年
の
第
四
議
会
に
際
し
て
、
「
名
を
国
民
的
政
治
に
托
し
て
実
は
党
派
的
磁
心
に
取
る
」
議
会
の
「
内
部
争
権
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

状
態
を
緩
和
す
る
た
め
、
「
争
奪
の
気
を
外
に
移
す
の
必
要
」
を
唱
え
る
よ
う
に
な
る
。
稲
垣
と
同
じ
く
シ
ー
リ
ー
の
影
響
を
強
く
受
け
た
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
④

富
蘇
峰
や
山
路
愛
山
も
、
九
四
年
前
後
を
境
と
し
て
、
従
来
の
産
業
発
展
と
自
由
貿
易
に
よ
る
各
国
の
相
互
依
存
に
よ
り
平
和
的
国
際
社
会
を

目
指
す
と
い
う
「
平
民
主
義
」
の
対
外
論
か
ら
、
軍
備
拡
充
や
植
民
に
よ
る
「
聖
な
る
日
本
」
の
建
設
と
い
う
対
外
政
策
を
優
先
し
、
国
内
の

利
害
対
立
休
止
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
る
。
稲
垣
の
「
東
方
論
」
は
、
こ
の
よ
う
に
～
八
九
〇
年
代
半
ば
よ
り
明
確
と
な
っ
て
き
た
、
対
外
政

策
の
優
位
と
域
内
平
和
を
説
く
対
外
論
調
の
な
か
で
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
最
後
に
稲
垣
の
特
徴
と
し
て
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
地
域
レ
ベ
ル
の
対
外
観
に
与
え
た
影
響
で
あ
る
。
本
文
で
取
り
上
げ
た
宮
津

で
は
、
九
三
年
六
月
に
日
露
韓
貿
易
会
社
が
設
立
さ
れ
、
ロ
シ
ア
・
朝
鮮
貿
易
が
開
始
さ
れ
る
。
結
果
的
に
は
、
こ
の
事
業
は
失
敗
に
終
わ
る

（｝

縺
Z
七
同
社
解
散
）
。
し
か
し
貿
易
港
指
定
に
よ
り
宮
津
の
人
び
と
は
、
日
常
的
、
ま
た
自
覚
的
に
海
外
情
報
に
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
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⑤

考
え
ら
れ
る
。
「
対
外
の
関
係
は
我
宮
津
人
士
か
決
し
て
忽
諸
に
付
す
へ
か
ら
さ
る
所
」
と
強
調
す
る
『
宮
津
之
新
潮
蜘
は
、
毎
号
海
外
事
情

の
紹
介
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
九
四
年
四
月
に
掲
載
さ
れ
た
日
露
韓
貿
易
会
社
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
視
察
報
告
は
、
「
実
地
清
人
に
抗
し
て

之
〔
日
本
人
商
権
〕
を
修
復
す
る
の
力
な
し
」
と
中
国
商
人
の
力
量
を
目
の
当
た
り
に
し
た
結
果
、
「
我
国
産
の
信
用
を
回
復
し
以
て
支
那
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

よ
り
我
物
資
の
販
売
権
を
取
り
戻
す
の
策
を
立
つ
べ
し
」
と
、
実
感
的
に
日
本
製
品
の
信
用
回
復
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
実
感
は
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

九
三
年
に
朝
鮮
の
地
方
官
が
発
し
た
防
穀
令
に
対
し
て
「
我
商
人
を
害
す
る
の
尤
も
甚
し
き
も
の
な
り
」
「
軟
弱
主
義
は
我
政
府
の
対
外
改
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

な
る
か
、
余
登
は
自
家
の
利
益
を
減
縮
し
て
迄
自
家
の
平
和
を
希
望
せ
ざ
る
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
わ
ば
「
草
の
根
の
対
外
硬
意

識
」
を
育
む
こ
と
に
も
な
っ
た
。
そ
の
た
め
九
四
年
の
日
清
開
戦
に
際
し
て
同
誌
は
、
「
吾
人
は
我
邦
が
清
国
に
対
し
て
経
済
上
の
勝
利
を
得

　
　
　
　
　
⑧

ん
こ
と
を
望
む
」
と
、
戦
争
支
持
を
主
体
的
に
打
ち
出
す
に
至
る
。

　
宮
津
や
新
潟
な
ど
日
本
海
沿
岸
地
域
選
出
の
対
外
硬
派
代
議
士
の
背
後
に
は
、
「
裏
日
本
」
化
が
進
む
地
域
の
自
己
主
張
一
「
こ
こ
も
日

本
帝
国
の
一
部
な
の
だ
」
「
わ
れ
わ
れ
少
数
の
国
民
の
こ
と
を
忘
れ
て
く
れ
る
な
」
と
い
う
か
た
ち
で
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
存
在
が
指
摘
さ

　
⑨
れ
る
。
し
か
し
『
宮
津
之
新
潮
』
に
み
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
と
は
質
を
異
に
す
る
、
攻
撃
的
な
対
外
意
識
で
あ
る
。
結
果
的
に
稲
垣
の
「
東
方

論
」
は
、
対
外
硬
運
動
の
地
域
的
拡
が
り
を
下
支
え
し
、
日
清
戦
争
を
支
持
す
る
「
草
の
根
の
対
外
硬
意
識
」
を
喚
起
し
た
の
で
あ
る
。

①
一
八
九
四
年
七
月
二
四
日
付
本
澤
五
郎
宛
稲
垣
書
簡
（
前
掲
㎎
平
戸
之
光
㎞
）
。

②
稲
垣
満
次
郎
「
日
擬
条
約
の
精
神
及
条
款
」
（
『
東
邦
協
会
会
報
』
五
〇
、
　
八

　
九
六
年
）
。

③
陸
錫
南
「
廃
俵
弁
」
（
『
日
本
軌
一
八
九
三
年
五
月
二
二
日
、
前
掲
欄
陸
錫
薗
全

　
茄
果
』
　
闇
四
、
　
～
二
山
ハ
～
七
百
ハ
）
。

④
徳
富
蘇
峰
と
山
路
愛
山
の
シ
ー
リ
ー
受
容
は
、
坂
本
多
加
雄
『
山
路
愛
山
幽

　
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）
第
三
章
、
米
原
謙
魍
近
代
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ

　
ィ
テ
ィ
と
政
治
㎞
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）
第
四
章
、
を
参
照
。

⑤
欝
呂
灘
改
造
論
（
上
）
」
（
魍
宮
津
之
新
潮
㎞
～
、
一
八
九
三
年
）
。

⑥
　
　
「
濾
韓
影
響
」
（
門
宮
津
之
新
潮
㎞
七
、
　
一
八
九
四
年
）
。

⑦
「
朝
鮮
の
防
穀
令
」
（
『
宮
津
之
新
潮
』
三
、
一
八
九
三
年
）
。

⑧
門
極
度
の
勝
敗
を
決
す
べ
し
」
（
『
宮
津
之
新
潮
㎏
九
、
一
八
九
四
年
）
。

⑨
前
掲
飯
塚
一
幸
「
「
対
外
硬
」
派
・
憲
政
本
党
基
盤
の
変
容
」
、
阿
部
憧
久
噸
近

　
代
自
本
地
方
政
党
史
論
臨
（
芙
蓉
堂
出
版
、
～
九
九
六
年
）
特
に
「
ま
と
め
と
展

　
望
」
、
参
照
。

（
京
都
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
）
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Views　of　the　World　and　Regional　Conceptlons　in　．Fin　de　sie’cle

　Japan：　A　Perspective　on　the　Formation　of　the　ldeas　about

　　　　　　　　　ForeigB　Relations　and　Regional　Society　by

　　　　　　　　“The　Tactician　of　the　East，”　lnagaki　Manjir6

by

NAI〈AGAWA　Mirai

　　As　the　building　of　the　infrastructure　of　railways，　shipping，　roads，　the

postal　services　and　electronic　communications　progressed　in　Japanese

soclety　from　the　latter　half　of　the　decade　of　the　1880s　iRto　the　1890s，　a

communications　market　that　enveloped　the　Japanese　archipelago　and　beyond

to　the　world－wide　transport　network　was　established．　How　did　thin｝〈ers　and

commentators　respond　to　these　Revv　politlcal，　economic　and　cu｝tural

circumstances？　These　issues　are　considered　in　this　paper　by　taking　up　the

commentary　of　lnagaki　Manjirδ（稲垣満次郎1861－1908）who　was　called　The

Tactician　of　the　East（T6h6　sakushi東方策士）．

　　Inagaki，　who　was　widely　known　as　the　author　of／mpan　and　the　Pσcの6　and

the　faPanese　View　of　the　Eastern　Question　（1890）　was　a　political　commentator

and　diplomat　who　was　keenly　aware　of　the　influence　of　the　communication

circuits　that　linked　reglonal　societles　（the　local）　and　the　nation　state　of　Japan

（the　natlon），　and　jn　addition　the　East　Asia　（the　regioB）　and　the　world　market

（the　globa｝）．　The　paper　concentrates　on　lnagaki’s　core　theoretical　concern－

the　unity　of　the　nation（kokumin国民）aS　the　foundation　of　economic　power－

and　re－examines　the　structure　of　his　thought　in　£erms　of　the　process　of　its

development　and　change．　ln　the　process　of　analysis，　1　particularly　emphasize

its　dissemination　to　local　society　through　his　active　advocacy　in　public

speaking，　the　reception　of　lnagaki’s　view　on　the　part　of　local　society，　and　h2s

plan　for　regional　revitalization　through　trade　with　Russian　coastal　provinces．

　　With　the　commencement　of　his　public　spealdng　in　1891，　IRagaki　raised　the

banner　of　the　national　unity　of　the　people．　lnagalci　emphasized　economic

power　as　the　foundatioR　of　the　national　uRity　and　advocated　the　building

means　of　communicatlons　especlally　railways　and　maritime　transport　as　its

foundation．　Furthermore，　lnagaki　focused　on　the　role　ef　culture　in　national
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unity，　and　stressed　the　need　to　preserve　unique　Japanese　culture　to　enhance

international　competitiveness．

　　In　addition，　lnagaki，　in　his　ideas　on　foreign　re｝ations，　analyzed　the　shift　of

the　center　of　international　politics，　which　revolved　arouRd　the　coRflict

between　Great　Britain　and　Russia，　to　the　Pacific　and　the　formation　of　a　broad

worldwide　communications　market　due　to　a　Nicaraguan　canal　and　a　trans－

Siberian　railroad．　For　that　reason，　lnagaki　proposed　that　Japan，　belng　located

at　the　intersection　of　international　politics　and　the　world　traRsport　network，

should　take　advaRtage　of　that　geographic　characteristic　and　establish　itself

as　a　Ration　based　on　commerce　and　trade．　lnagaki’s　argument　received　the

approval　of　nationalists　such　as　K：uga　Katsunan（陸謁南）who　also

emphasized　natioRal　unity　and　the　promotion　of　industry．

　　As　a　devise　to　propagate　his　own　ideas，　lnagaki　conducted　speaking

eRgagemeRts　across　the　entire　country．　There　he　was　always　conscious　of

the　idea　of　national　unity　through　the　promotion　of　industry　and　trade．

Inagaki’s　advocacy　for　the　building　of　iRfrastructure　such　as　harbors，

railways　and　roads，　as　a　complement　to　government　policy　was　met　with

opposition　from　the　journalists　in　Tokyo　who　were　critical　of　the

govemment，　but　tke　reception　of　local　entrepreneurs　who　attempted　to

promote　their　regions　was　not　necessarily　negative．　For　regional　society，

Inagaki’s　ideas　on　industry，　particularly　the　promotion　of　trade　using　a　trans－

Siberian　rallroad　was　received　as　perfectly　logical　for　supportiRg　local

revival　through　export　of　local　specia｝ties　and　the　building　of　harbors．

However，　lnagaki　who　prized　cultural　uniqueness，　was　criticai　of，　for

example，　Kyoto’s　attempt　to　revitalize　the　region　through　the　modernization

of　traditional　industries　such　as　that　of　textiles．

　　In　addition，　lnagaki’s　idea　of　using　a　trans－Siberian　railway　was　one

impetus　for　the　stiff　competition　that　arose　to　receive　government

designation　as　a　trading　port　for　Russian　coastal　proviRces　in　regions　on　the

coast　of　the　Sea　of　Japan　such　as　Miyazu（宮津）in　Kyoto．　Inagaki　criticlzed

the　disputes　between　the　government　and　political　parties，　and　the　political

opposition　in　reglonal　society　which　he　thought　delayed　the　preparation　of

the　infrastructure　of　railroads　and　harbors　that　were　tke　foundation　of

economic　power　and　the　prevented　national　unity，　but　ironically，　the　spread

of　lnagaki’s　concept　whose　goal　was　national　unity　intensified　the

confrontation　and　cornpetition　between　regioRs．

　　Due　to　this　fact　in　1894　lnagaki　came　to　criticize　the　intensification　of　the

political　disputes　concerniRg　competitioR　between　regions　and　economie
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advance　overseas，　and　he　shifted　the　axis　of　his　advocacy　to　the　idea　of

colonization　of　the　Southeast　Asian　region．　The　IRagal〈i’s　conception　of

national　unity　through　the　promotion　of　industry　had　been　forced　to　change

direction．
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